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１．事業の目的
　2011年東日本大震災において､政策・方針決定課程をはじめ、予防、応急、復旧・復興においても、意思決
定の場への女性の参画割合が低く、女性の意見が反映されない現状があり、「男女共同参画の視点」の認識不
足が顕在化された。
　そこで、内閣府が作成した「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」（以下「取組指針」）等を
活用し、四日市市防災計画を検証するとともに、男女共同参画を活かした防災のまちづくりを推進し、ひいて
は意思決定の場への女性の参画の推進を目指すものである。

２．事業概要

　上記の２つのねらいのもとに、６つの事業に取り組んだ。事業協働メンバーの四日市市危機管理室では、今
年度「防災・減災女性セミナー」を開催。セミナーの受講生は、地域講演会・懇談会、フォーラム講演会など
事業に参加した。なお、募集した「応援団」は27人が集まり、団員は、「取組指針」のPRをはじめ６つの事業
に参加協力した。

３．実施体制
　事業は、NPO法人四日市男女共同参画研究所を中心に、男女共同参画みえネット、四日市市男女共同参画課、四日市
市危機管理室が協働で実施し、また、事業を円滑に実施するため、「企画検討５人会議」、「拡大会議」を設けた。
企画検討５人会議委員：鈴山雅子・三重大学学長アドバイザー、松井真理子・四日市大学教授、
　　　　　　　　　　　伊藤佳代・四日市市男女共同参画課長、坂倉加代子・NPO法人四日市男女共同参画研究所代表、
　　　　　　　　　　　藤山逸子・NPO法人四日市男女共同参画研究所副代表
拡大会議メンバー：企画検討５人会議の委員、四日市市危機管理室、NPO法人四日市男女共同参画研究所、
　　　　　　　　　男女共同参画みえネット、三重県男女共同参画・NPO課、三重県男女共同参画センター、
　　　　　　　　　四日市市男女共同参画センターで構成した。
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４．事業展開
（１）啓発用パンフレットの作成
　目的：内閣府男女共同参画局が作成した「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」の周知、また
　　　　意思決定の場への女性の参画の推進と男女共同参画を活かした防災のまちづくりを目指す事を目的に
　　　　作成した。
　内容：「取組指針」（概要）を掲載し、加えて、東日本大震災女性支援ネットワーク発行の「男女共同参画
　　　　の視点で実践する災害対策」（抜粋）、「三重県防災対策部『三重県避難所マニュアル策定指針』」
　　　　（118－119頁）、「四日市市地域防災計画」、関連新聞記事、「四日市市男女共同参画課集計『女性
　　　　の参画状況』」なども掲載した。
　　　　5000部作成し、2．事業概要の⑶-⑸の各事業で配布、市内全地区自治会連合会、関係組織団体へ配布。
　　　　また、事業終了後も、関係の地域・団体をはじめ関連事業等へ配布予定。

（２）防災計画懇話会開催
　日時：平成２５年９月１９日（木）１０：００－１２：００
　場所：四日市市男女共同参画センター会議室
　出席：三重県環境生活部、四日市市危機管理室、四日市市男女共同参画課、ＮＰＯ法人四日市男女共同参画
　　　　研究所、男女共同参画みえネット　 計１８名
　目的：四日市市の防災計画についての説明を受け、男女共同参画の視点でチェックする。
　内容：坂倉代表の事業説明に続き、四日市市の危機管理監付駒田政策推進監より、市の防災計画について、
　　　　市内避難所や運営管理のこと、また、自主防災組織や運営管理等における男女の視点の重要性や「防
　　　　災・減災女性セミナー」の開催など、市の防災取組状況等を含め詳細な説明があった。その後、ＤＶ
　　　　Ｄ「安心できる避難所づくり」*1を視聴し、男女共同参画の視点からの「防災」について意見交換を
　　　　行った。最後に、関係者一同情報を共有し今後も危機管理室とともに、本事業を地域にとって役立つ
　　　　良いものにしたいと締め括った。

（４）地域講演会・懇談会開催
　目的：地域に向け、男女共同参画の視点をもつ「防災のまちづくり」をめざし、日永地区、港地区、羽津地区の３地
　　　　区で“わがまちの防災を男女共同参画の視点で考える”をテーマとして講演会・懇談会を開催する。
　　　　①啓発用パンフレット（（１）に詳細記載）を配布し、内閣府「取組指針」の周知。
　　　　②講演会の開催により、「防災における男女共同参画の必要性と意思決定の場への女性の参画の重要
　　　　　性」の啓発。
　　　　③懇談会では、グループに分かれ、防災のまちづくりへの女性の参画についての意見交換を行う。
　内容：以下３地区（日永、港、羽津）共通のプログラムで、坂倉代表からの本事業の説明を行い、ＤＶＤ　
　　　　「安心できる避難所づくり」を視聴（２０分）し、講演会。その後、参加者は７～１０人程度のグ　
　　　　ループに分かれ３０分の意見交換し、最後にグループの意見発表を行った．
・日永地区地域講演会・懇談会
　　日時：平成２５年１１月３０日（土）　１３：３０-１６：００
　　場所：日永地区市民センター
　　講師：もりおか女性センター長　田端八重子さん　
　　演題：「防災のまちづくりに向けて」
　　グループ発表（抜粋）
　　・ＤＶＤを見た後で、それを下地に、講演やグループ討議というのは、非常にいいことだ. ・今、マニュ
　　　アルを作っているが、最新情報が聞けたのが良かった．　・マニュアル作りの段階から女性は参画しな
　　　ければいけない、非常に大事なことである。 ・ＤＶＤと先生の話には、感動した．　・女性の参画には
　　　突破口がないとだめだ．　・２０年前三重県で初めて日永で女性の防災隊ができた．　・防災の（避難
　　　する）ための健康つくりが必要．
　　講師からのコメント（抜粋）
　　・防災マニュアル策定のときから女性の参画を。そして男女の人数を半々にして、“参加”ではなく“参画”
　　　して頂きたいと思う。このような取組は素晴らしく、皆さんの意識の高さを感じる。新しいものが出来
　　　たら、是非とも全国発信をしてほしい。
　　参加人４５人　自治会関係者、自主防災組織、学校関係者、企業、行政、大学生、一般市民など．
　　アンケート結果より（抜粋）
　　・大変役に立った．　・理解できた．　・避難所マニュアルの見直しの参考にしたい．　・ＤＶＤと講演
　　　の内容が良く活発、有意義な懇談となった． ・各まちづくりに女性の参画が必要． ・女性の防災隊長
　　　を取り入れたい．

・港地区地域講演会・懇談会
　　日時：平成２５年１２月１日（日）　９：３０-１１：４５
　　場所：港地区社会福祉協議会会議室（なやプラザ）２階
　　講師：もりおか女性センター長　田端八重子さん
　　演題：「防災のまちづくりに向けて」
　　グループ発表（抜粋）
　　・普段から近所付き合いが大事であり、自治会に女性役員を入れる．　・港地区は、超高齢化．逃げる体
　　　力をつけなければならない．　・市の職員も被災者である事がわかった．　・五感の認識を高めて、防
　　　災に役立てる．　・港地区は、パイプライン、石油タンク、ガスタンクなど危険地帯があり、防災の関
　　　心は高い．その防災に女性が積極的に参画しなければならない．　・女性が参加しなければ、災害対策
　　　も避難所もやっていけない．

（３）内閣府「取組指針」説明会開催
　日時：平成２５年１１月７日（木）１３：３０－１５：３０
　場所：四日市市本町プラザ　１階ホール
　目的：内閣府作成「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」についての説明を聞き、理解を深める。
　内容：坂倉代表の事業説明、四日市市の吉川危機管理監の挨拶、そしてＤＶＤ「安心できる避難所づくり」
　　　　を視聴し、内閣府男女共同参画局作成「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」の説明会
　　　　に入った。内閣府男女共同参画推進官澤井景子さんを講師に迎え、平常時よりの男女共同参画の視点、
　　　　また、防災・復興、意思決定の場への女性の参画の重要性など、事例を含め詳細な説明を受けた。 最
　　　　後に四日市市自治会連合会小川会長より、力強いコメントをいただいた。
　参加者９２人　自治会関係者、自主防災組織、民生委員、学校関係者、企業、行政、一般市民など
　アンケート結果より抜粋
　　・ＤＶＤを含めて良く理解できた.　・大変有意義である.　・防災における男女共同参画の重要性がわかった.

＊１ＤＶＤ「安心できる避難所づくり」…製作：あおもり被災地の地域コミュニティ再生支援事業実行委員会、企画・編集：青森県男女共同参画センター
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　　講師からのコメント（抜粋）
　　・“参加”というのは、お膳立てのところに行って帰るだけ、“参画”は、自分の意見を言う。そして、世の
　　　中を変えていく。女性も男性も入り、「自分たちの防災をやっていきましょう」と言うことが大事であ
　　　る。女性も、「やってください」と言われたら「やります」と手を挙げて欲しいと思う。
　　参加者６９人　自治会関係者、自主防災組織、民生委員、ＰＴＡ等、学校、行政、大学生、一般市民など．
　　アンケート結果（抜粋）
　　・わかりやすく、大変参考になった．　・防災における男女共同参画の必要性を充分に感じた．　・避難
　　　所マニアルの見直しの参考にしたい．　・今後の避難所運営の参考にしたい．　・被災された方の話は、
　　　説得力がある． 

　前田市民文化部部長挨拶（抜粋）
　　・四日市市では、女性に地域の防災での活躍と防災の人材育成の目的で今年度から「防災・減災女性セミ
　　　ナー」を開催した。すでに、２０名あまりの修了生が誕生し、この方々が今後地域で活躍して頂く事が
　　　基本であり、地域でもっと女性が参画していく姿をつくって行く必要がある。今後とも取り組んでいき
　　　たいと考える。
　
３地区代表発表内容（抜粋）
　　日永地区：高野さん
　　　今まで、防災面では男性主体で取組んできたが、今後は、男女の意識改革を進め
　　　つつ、男女共同参画の視点を取り入れた防災にしていきたい。
　　港地区：白峰さん
　　　港地区は、海岸・石油コンビナートに近く、危険条件が重なり、高台、高層建築もな
　　　い。また、高齢化率は市内でも高い。高齢者のための防災も考慮し、災害に強い体力
　　　作りのための講座をつくった。まちづくりも防災も寄ってたかって進めていきたい。
　　羽津地区：森さん
　　　連合自治会でも、多くの女性が入っていくことが大切。女性目線での防災訓練、
　　　防災備品を考えなければいけない。女性パワーを活かし、積極的に弱者を守り行
　　　動して行きたい。
　会場からの声：「防災・減災女性セミナー」修了生の寺本さん
　・女性のことは、女性が声を上げなければいけない。今後は、リーダーとして頑張りたい。
　四日市市地区防災組織連絡協議会　奥村会長のコメント
　・女性の参画は必須。今後も女性の参画を強くすすめたい。港地区自主防災組織連絡
　　協議会は、総務省消防庁から防災まちづくり大賞の表彰を受けた。それを機に、本
　　地区がと言うより四日市市が日本の“パイオニア”となるようにしたい。
　四日市市自治会連合会　小川会長のコメント
　・本日発表の３地区に続いて、私の地元川島地区でも講演会を行い、男女共同参画の視点から、防災を考え
　　るよい機会となった。このような地域講演会、懇談会を全市的に推進し、女性参画の防災まちづくりに努
　　めていきたい。
　講師からのコメント（抜粋）
　・「防災活動を男性だけでやっていることが、変だ。」と気づいたことがすばらしい。気がつけば解決策は
　　ついてくる。しかも、私がやるという女性たちもいる。そして、女性が出やすい仕組み作りと、女性の自
　　信のなさを補い背中を押してあげる必要性もすでに認識している。「四日市市は日本で最高の女性と防災
　　の先進地区になるであろう。」と思う。
　　また、他の地域に与えるインパクトは大きい。この取組をもっと広めて頂きたい。
　参加者　１２１人
　アンケート結果（抜粋）
　　・今後の防災計画の参考にしたい．　・港地区の報告は参考になり、それぞれの地区で特色ある対策が必
　　　要と感じた．・講演は分かりやすく、マスコミでは得られない情報が結構あった．　・先進的な事業を
　　　行っている四日市市の例を参考に、地元で頑張りたい．

講演内容掲載　
　地域講演会・懇談会　日永地区平成25年11月30日、港地区平成25年12月1日、羽津地区平成26年1月12日
　フォーラム　　はもりあフェスタエンディング平成26年2月9日

（５）フォーラム
　日時：平成２６年２月９日（日）１３：３０－１５：３０
　場所：四日市市本町プラザ　１階ホール
　目的：本事業の集約として、「はもりあフェスタ２０１３エンディング」にて講演会を開催。
　内容：四日市市前田市民文化部長のあいさつに続き、坂倉代表の事業説明、その後、竹信三恵子さんを講師
　　　　に講演会を開催。講演会のあとは、地域からの報告会を実施した。鈴山三重大学学長コーディネータ
　　　　ーが報告会をコーディネートし、地域講演会・懇談会を実施した３地区の代表の方々による、地区の
　　　　取組報告を行った。

・羽津地区地域講演会・懇談会
　　日時：平成２６年１月１２日（日）　１３：３０-１６：００
　　場所：羽津地区市民センター
　　講師：ＮＰＯ法人ウィメンズ・こうべ　代表　正井礼子さん
　　演題：「災害と女性の人権」～阪神・淡路大震災の教訓は活かされたのか～
　　グループ発表（抜粋）
　　・非常時は、男性も女性も必要．　・防災訓練にも女性更衣室、トイレ等を考えなければ.　・粉ミルクは
　　　必要．半年で入れ替えするなど賞味期限前に再利用にむけ考慮する　・いずれの会議でもせめて3割の
　　　女性が入ると意見を言いやすい.　・防災会議に女性を複数入れ、役回りを順番にしてはどうか． ・講
　　　演では、報道されなかったＤＶなどを教えて頂いた．　・これからは、若い世代も入れて、世代別の代
　　　表が必要.　・女性が声を出すようにする．
　　講師からのコメント（抜粋）
　　・防災の分野の女性の参画が必要だと言うことを、皆さんが実感されたようで良いことだと思った。　女
　　　性が日頃から意思決定の場にいる事が大事。それがささやかな場でもいい、あらゆる分野に、半分は女
　　　性がいてあたりまえだと思う。女性も自ら手を挙げて、出て行って欲しいと思う。
　　参加者４２人　自治会関係者、自主防災組織、民生委員、ＰＴＡ等、学校、行政、防災女性部、一般市民など
　　アンケート結果（抜粋）
　　・わかりやすい内容で良かった．　・復興はまだまだ出来ていないと感じた．　・各年齢層の女性リーダ
　　　ーが必要と感じた．　・更に防災に対する意識が高まった.　　・女性が参画していく大事さが分かった.

港地区自主防災組織連絡協議会
奥村会長

グループ発表する白峰さん 集合写真

羽津地区連合自主防災会
西脇会長

羽津地区連合自主防災会
齋藤副会長

羽津地区連合自主防災会
森女性部長

集合写真

四日市市地区防災組織
連絡協議会　奥村会長

四日市市自治会連合会
小川会長

報告会　風景 集合写真
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  今日（11月30日）は、大学生の皆様もお見えだと
聞いております。ようこそおいでくださいました。
若い方たちにこういう話ができるということは、一
番いいことで、自然災害というのは、急に襲ってく
るものですから、小さいお子さんからご高齢の方ま
で、ぜひ若い方たちを巻き込んだ防災講座や訓練と
いうのは、重要だと思っています。特に地域の中で
若い人たちやお年寄りなど様々な人たちがいる中で
どういう形で防災を学んでいくのかということが大
切だと思います。

　　　　　　　　　被災するとは
自然災害と被災
　いつどこでどのような災害に遭うかわかりません。
当然、3.11もそうでした。3.11は、金曜日の14時46
分、当然執務中でした。私どものところは、セン
ターですので、市民の方たちが集まられるところで、
何人もの方たちが活動をされていました。そこにい
きなり「ガタガタガタ」と感じて、「あれっ」と
思っているうちに、「これは大きいぞ」という、何
か感じるものがあったんです。それで、利用なさっ
ている方たちの安全を確保しなければいけませんの
で、とにかく早くおさまってと祈っていました。
　けれども、６分間という長い間、途中で少し緩や
かになって、終わるのかなと思ったら、また「ガタ
ガタ」と来たんです。その波が２つ来ました。体の
中に覚えこんでいるものですから、ほんの少しの地
震でも、毎日敏感になっています。
　自然災害のなかの、特に地震は、全くわからない
んですね。今回は、昼間だったので揺れはとても怖
かったんですが、夜ではなかったので、周りを見る
ことができました。あれが夜中であったらどうだっ
たんだろうと思うと怖さで身が縮みます。阪神淡路
大震災は５時17分だったと思います。皆さん、まだ
やんでいらっしゃいましたね。そういうふうにいつ
起こるかわからない。
　岩手県の場合ですが、2013年9月30日現在、死者
4,671人以上、そしてまだ見つかっていない人が
1,249人です。その方たちの命が守れなかった。もう
これ以上、災害で人が亡くなっていかれるところを
見たくありません。そんな報道に接したくありません。

なんとしても命を守る
　生きていることで、私たちは次の支援に入ること
ができます。お隣にどんな方がいたかな。おばあ
ちゃんがいた。そのおばあちゃん、少し足が弱って
いらっしゃったな。自分の命が助かれば、お隣へ
すっ飛んで行けますよね。そのように、まず自分の
命を大切にしてほしいなと思っています。
　阪神淡路大震災、それから中越沖地震、そして東
日本大震災という大きな地震、津波を経験しました。
この経験を知恵に変えなければなりません。経験を
知恵に変えることは、私たちにできるんです。知恵
に変えて災害から亡くなるという人のないようにし
ていかなければいけないと、私は思っています。
　さっき、DVDの中で石井さんが「3回ぐらい飛ん
だんです。」とおっしゃっていましたね。彼女は、
阪神淡路大震災の時、ご自宅で被災されました。5
時17分に、3回飛び上がって「どーん」と落ちたと
ころに家具が体にのしかかってきて、身動きがとれ
なかったとおっしゃっていました。幸い火が出な
かったので、彼女は助かった。
　被災したら、自分の身に何が起こっているか、考
えてください。動けるのかどうか、自分の足で立つ
ことができるのか、這い出せるかどうか。臭いはど
うかな。焦げた臭いがしているのかいないか。この
臭いはなんだろう。風はどっちから来ているだろう。
風上に逃げるのか、風下に逃げた方がいいのか。そ
この地形を一番知っているのは皆様自身ですね。そ
して、手でさわってみる。そうすると、そこにお布
団があるかもしれない。タンスがあったかもしれな
い。もしかして、落ちて転がった電話が近くにある
かもしれない。まず、触ってみてください。身動き
できないけれども周りを見て確認する。それから
だって遅くはないと思います。五感を最大限に働か
せながら、自分が生き延びるためにこの後どうしよ
うと考えてください。それから、必ず叫んでくださ
い。「助けてください。私はここで生きています。
早く助けに来てください。」というふうに、叫んで
ください。誰かが通りかかるかもしれません。大き
な地震になってくると、周りの人たちがどんどん逃
げていく。その足音が聞こえるかもしれない。その
ときにSOSを出してください。

　けがや骨折は、必ず治おります。命を落とすとい
うことがあれば、みんな悲しみます。自然災害から
亡くなっていく方たちを一人でも少なくするために、
経験を知恵に変える。私たちはこれを防災に生かし
ていくこと、徹底的にやっていきたいと思っています。

　　　　　　　　　避難所について
避難所とは
　まず避難所運営です。岩手県の中で私たちは、県
都盛岡におります。盛岡から沿岸まで100キロから
120キロぐらいあります。それぐらいの距離を毎日
のように沿岸に支援に入っていました。そのときに
避難所でいろいろな皆様のお話を聞きました。
　災害があれば皆様は、ご自分が避難するところを
ご存知だと思います。それは、指定されている避難
所ですね。今回、岩手の場合は、指定されていた小
学校、中学校、高等学校の体育館など多く施設が津
波で流されました。高台へ逃げる途中、１階は、全
部抜けていたんですが、2階から声が聞こえたので、
声をかけたら、通りすがりだけれども入れていただ
いたなど、2階の部屋で10人とか、13人とか、18人
とかって、ご近所だけでその日から何日間かは過ご
されるようになったんですね。大体１階は、生活の
中心になっています。冷蔵庫があったり、食器が
あったり、テーブルがあったり、それが全部流され、
瓦礫が入りこみ、使えるような状況ではありません
でしたね。何とか２階のお布団を引き出して、そこ
でご近所の方たちがやすむというようなことになり
ました。とにかく雪が降るなど何日も寒い日が続き
ましたからね。

発災直後、強い余震の中で
　指定されている避難所は、やはり学校であったり、
教育委員会の施設であったり、公的な施設です。指
定されていない避難所はお寺さんだったり、神社
だったり、個人の家であったりというところが多
かったです。たくさんの人たちがそこに駆け込みま
した。余震が続いて、不安な状況だったと思います。
私たちは、盛岡が震源地だと思っていました。なぜ
かと言うと、ものすごい揺れだったからです。すぐ
に停電したので、沿岸の情報は全く入りませんでした。
　私どもの施設は、盛岡市の中心地にあるんですが、
１日半くらいで通電しました。その時初めて沿岸の
様子をテレビで見ました。大変なことが起こってい
ました。沿岸地区は、豊富な海の恩恵を被り、暮ら
しやすい地区だったんです。県民がこよなく愛した
沿岸地区が、こんなにひどいことになるんだという
ことを改めて知ることになりました。それが、岩手、
宮城、福島というふうに、３県にまたがってこの大
きな被害が出たということでした。

講演内容（日永地区、港地区の講師は、ともに田端八重子さんのため、講演内容は２会場のものをまとめ、その概要を表記した）

NPO法人参画プランニング・いわて設立にかかわり、もりおか女性センター指定管理を受託。
震災後、岩手県沿岸地区の支援活動を通して女性相談窓口の開設、沿岸地区の女性を雇用し、
買い物代行と安否確認事業を展開、特に、経済的自立に向けた支援として「女性起業家育成事
業」を展開中。「震災と人権」、「男女共同参画の視点」での震災関連の講演会や執筆活動、
ＴＶ、ラジオ番組にも出演している。

「防災のまちづくりに向けて」
もりおか女性センター長　田端八重子　さん

　沿岸地区には、先人からの言い伝えがありました。
地震が起きたら必ず津波が来る。津波が来たら、必
ず「てんでんこ」。一人ひとりで逃げなさい。待っ
てはいけない。戻ってもいけない。この言葉は、一
人ひとり、とにかく高いところへ逃げなさいという
先人からの教訓でした。それで、体の動く方たちは
逃げたんです。昼の2時46分だったので、女性たち
やご高齢の方たちがお家にいらっしゃった。ご高齢
の方たちを車に乗せて、そして逃げようとしました。
ところが、渋滞が始まり、結局は、その渋滞に巻き
込まれそのまま流されてしまうという悲劇が起こっ
ていました。
　避難所の中には、三々五々人が集まっていらっ
しゃいます。とにかく指定されている避難所だから
というので、いろんな方たちが入ってらっしゃる。
そして、場所取りが始まります。皆様、どういうと
ころに、自分の場所を決めますか。決まってないん
ですよね。壁側から順番に人は座ります。後から来
た人たちは真ん中になって、360度、皆さんに見ら
れるということです。先ほどのDVDの中にありま
したよね。プライバシーが守れないよと、そういう
状況になって、大混乱しました。自分の思惑と他者
の思惑がぶつかりあう。こんな状況から、避難所で
の生活が始まっていきました。整然とされた避難所
運営というのは、なかなかできなかったようです。

避難所の中の状況
　避難所の中の状況なんですけれども、今回は、東
日本大震災の場合は、阪神淡路大震災のときの反省
を生かされて、地域ぐるみでお入りになられました。
それはとってもよかったです。普段、言葉を交わし
たことはないけれども、お見かけしたなという方が
いれば、安心感があるというふうにおっしゃってい
ました。
　横になることができないほどの人で埋め尽くされ
ていきました。あるとこの地区公民館では、定員98
人の広さの体育館だったんですね。そこに、何と
986人の方、10倍の人たちが入られました。混乱な
んてものではなかったと思います。夕方までにはほ
とんどの方たちがそこに入った。あそこに行けば、
とにかく津波から逃れられると思って、皆さん来ら
れた。食べ物はすぐに来るだろうと、夕方にはくる
だろうというふうに思っていました。食べ物は、2
日間、家族でおにぎり1個しかなかった。役所の方
ではきちんと準備をなさっているんですよ。でも、
それを作る人がいない。できたとしても運ぶ人もい
ない。指定されている避難所に何人入っていらっ
しゃるか、全然見当がつかない。そういう情報が全
く入らない。なぜかというと、停電により役所の機
能がマヒしたからなんです。連絡のしようがない。

電話も通じない。パソコンも使えない、ファクス
だってだめ、そんな状況が続きました。
とにかく４日間、水とほんの少しの食べ物で我慢し
てください。その後は、食べ物や物資は、必ず届く
はずです。
　それから、子どもたちや大人たちは「震災ハイ」
という興奮状態にありました。私たちもそうでした。
毎日のように沿岸に物資を届けました。普段だと2
時間ぐらいでいくところを、関係車両が隊列を組ん
で走行しますので3時間ぐらいかかりました。向こ
うでボランティア活動をして、盛岡に戻る。ガソリ
ンが満タン入らなければ行けないし、宿泊施設もほ
とんど流されていて、ないのです。夜8時ごろ帰っ
てきて、その夜は自宅で寝て、また朝７時から沿岸
に行けちゃうんです。それを何日も続けることがで
きるんです。気持ちがそうさせているんですね。で
も、自分の体へ蓄積されている疲労は、12月頃に
なってでてきました。「ちょっと休んだほうがいい
よと、あなた沿岸へ行き過ぎよ」と、第3者である
だれかが声をかけないといけないなというふうに思
いました。
　それから、避難所の中には、町の方たちだけでは
ありません。旅行者であったり、出張中であったり
する方たち、いわゆる地縁や血縁のない方たちも
入ってきます。一緒に何日間か生活を共にしなけれ
ばなりません。あんたは違うところの人だから出て
行けというわけにはいきません。その方たちも、こ
の地に何らかの縁のあった方たちなんですね。排除
しないようにしたいものです。
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電話も通じない。パソコンも使えない、ファクス
だってだめ、そんな状況が続きました。
　とにかく４日間、水とほんの少しの食べ物で我慢
してください。その後は、食べ物や物資は、必ず届
くはずです。
　それから、子どもたちや大人たちは「震災ハイ」
という興奮状態にありました。私たちもそうでした。
毎日のように沿岸に物資を届けました。普段だと2
時間ぐらいでいくところを、関係車両が隊列を組ん
で走行しますので3時間ぐらいかかりました。向こ
うでボランティア活動をして、盛岡に戻る。ガソリ
ンが満タン入らなければ行けないし、宿泊施設もほ
とんど流されていて、ないのです。夜8時ごろ帰っ
てきて、その夜は自宅で寝て、また朝７時から沿岸
に行けちゃうんです。それを何日も続けることがで
きるんです。気持ちがそうさせているんですね。で
も、自分の体へ蓄積されている疲労は、12月頃に
なってでてきました。「ちょっと休んだほうがいい
よと、あなた沿岸へ行き過ぎよ」と、第3者である
だれかが声をかけないといけないなというふうに思
いました。
　それから、避難所の中には、町の方たちだけでは
ありません。旅行者であったり、出張中であったり
する方たち、いわゆる地縁や血縁のない方たちも
入ってきます。一緒に何日間か生活を共にしなけれ
ばなりません。あんたは違うところの人だから出て
行けというわけにはいきません。その方たちも、こ
の地に何らかの縁のあった方たちなんですね。排除
しないようにしたいものです。

数時間後、避難所の中では
　強い余震の中で悲鳴を上げたり、恐怖感を抱いた
り、家族の安否がわからないという不安、それから
先ほど言ったような10倍にもなるような人が入って
くることで、眠ることができるスペースもありませ
んでした。2日間ぐらいほとんど寝られなかったん
じゃないかと思っています。それから、行方のわか
らない親族への思いでじっと座っていられなかった
という方たちがたくさんいました。
　皆様、今日、今ここにいらっしゃっていますが、
お子様や息子さんご夫婦や娘さんご夫婦、お孫さん
たち今、どこにいらっしゃるかわかりますよね。今
日は日曜日ですから。でも、それぞれのところでそ
れぞれの活動をしています。東日本大震災は、金曜
日の午後でした。子どもたちは学校に行っています。
それぞれの小学校、中学校。それから、会社員の息
子さん、会社員のお嫁さん、別の会社に行っていま
す。お連れ合いさんは、別の活動でどこかに行って
いらっしゃるかもしれません。6人の家族がばらば
らなんですね。そこに震災が来ると、自分は助かっ

たが家族の安否はどうなっているのか、わからない。
この不安は、日増しに増大し、あきらめに近い状態
になっていき、心身も動かなくなっていきます。
　いつも行っているところ、もしかしたら沿岸に近
かったから流されているかもしれない、建物は大丈
夫だろうか。スーパーにお買い物に行っていてその
まま、スーパーの近くの避難所に行っているかもし
れない。でも、携帯電話も通じません。まったく連
絡がとれないということになりました。
　背景の違う人たちとの集団生活が始まります。普
段、ご挨拶程度しかしていない方たちと一緒に寝食
を共にするという、そういう生活が始まります。赤
ちゃんのいる方たちや障害者の方たちは、車での生
活がほとんどだったように聞いています。私もかな
りのところに行きましたけれども、車イスの方がそ
の避難所の中にいらっしゃったというのは、3カ所
ぐらいしか見ていません。車イスの方は、障害をお
持ちだなと、我々には見えます。でも、精神障害の
方たちは見えません。そういう方たちもご一緒の生
活が始まるということなんです。

避難所の運営は誰がするの？
　避難所運営は、誰がするのか。たくさんの方たち
が入っていらっしゃいます。避難所運営は、役所の
方が指揮を執ってくれるわけではありません。その
避難所の中に入ってきた人たちがその運営をするこ
とになります。共同生活の場を避難者たちでつくっ
ていきます。そして、共同の場のルール作りをして
いきます。でも、昨日伺ったんですが、四日市市さ
んには避難所用マニュアルというのがあるそうです。
素晴らしいと思いました。それを、皆様で、まず目
を通してください。こういうふうにするんだなって。
次は、それを基本として避難所の中でどうすればい
いんだろうというふうにアレンジをしていってくだ
さい。あくまでもマニュアルは基本形です。
　先程ある地区公民館に定員の10倍の被災者が集
まったといいました。マニュアルには、１人何平米
みたいなことが書いてあるかもしれませんが、そう
はいきません。それから、水害かもしれないし、山
崩れるかもしれない、直下型の地震など、それぞれ
の災害と環境に合わせて避難所の中をアレンジして
いかないといけない。それから、高齢者の方たちが
たくさんお住まいのところ、新しい団地のようなと
ころ、それぞれ違ってくると思います。ルール作り
の最初は「べき論」で進むかもしれませんが、必ず
話し合いをして作り変えていってください。そのと
きに女性たちの意見をきちっと聞いていただくとい
うことが、先ほどのDVDの中にもあった通りです
ね。

避難所の中で起きていたこと・・・
　DVDの中に段ボールで仕切りを作るというのが
出ていましたね。また、更衣室を作ろうというのが
出ていました。あれは、女性たちが、「段ボールの
仕切りを作ってほしい、せめて夜寝るときぐらいは
作ってほしい。」と言いました。ところが、「そん
なのは不要だ。ここはみんな同じ被害を受けた人た
ちが集まっているんだから、悪いことをするような
人はいない。ここは一家なんだ。だから、そんな仕
切りなんていらない。」というようなことを、おっ
しゃる管理者がいたことも事実です。「仕切りを
作ってください。更衣室を作ってください。授乳室
を作ってください。というお願いに行ったのですが、
とうとう作っていただけませんでした」と女性たち
からの訴えがありました。
　女性の単身者またはシングルマザーへの配慮、こ
れも十分にしていただきたいなと思っています。と
ても好奇な目で見られて、陰口を叩かれて疎外感を
感じたというようなことを、実際に聞いています。
そういう方たちのお話も十分聞けるような形で避難
所運営をしていくためにも女性のリーダーが重要だ
と思っています。

避難所運営の好事例
　避難所運営の好事例についてもお話をさせていた
だきたいと思っています。実はとてもいい運営の事
例を私たちは聞くことができました。女性がリー
ダーになられたところというのは、皆さんからの意
見をいろいろ聞く。困ったことが起こったときに、
どうしようと周りの人たちに相談をもちかけながら
一番いい方法を決めて行くというやり方ですね。意
見を出し合える環境作りが何より重要だと思いまし
た。それでなくとも非常時ですから皆さんの気持ち
が落ち着きかないんですね、女性の管理者がいると
ころは、物事が決まるのも早いんですね。また、周
りを巻き込みながら直ぐに行動に移すというやりか
たができていました。
　もう一つは、男性リーダーが行った管理運営だっ
たんです。Ａ班、Ｂ班というふうに班編成になさっ
て、必ず班長と副班長が2人。女性と男性を必ず置
かれた。そして、朝会をなさったんです。その日に
イベントや役所からの重要な情報などそういうもの
を朝会で班長さんたちにお話する。班長さんは自分
の班に戻って、それを皆さんにお伝えをする。炊き
出しが来たと言ったらすごい列で、我れ先というよ
うにして並ばれた。だけど、こちらへ行くと、皆さ
ん整然となさっているんですね。
また、夕方は夕会をするんだそうです。夕会はなぜ
必要だったかと言いますと、受付がありまして、こ
この避難所の誰に面会に行くということを書かな

きゃ入れないんです。その受付をどう潜り抜けたの
かよくわからないんですけれども、悪徳商法の方が
中に入り込む。それから、宗教団体の方が入り勧誘
をする。そういうようなことがあったんです。夕会
のときにそれらを班長さんや副班長さんが報告をす
る。それは、避難所にいらっしゃる市民の方たちを
守ることでもあるわけです。その日の出来事を朝会
と夕会に報告しあいながら、受付に話して厳重に管
理監督してもらうという、本当にうまくいったケー
スだと思っています。
双方の避難所に行くと皆さんゆったりとしていて笑
いがあり、何か落ち着いてらっしゃる。とてもいい
感じがしました。行った我々にも心を開いてくだ
さって、いろんな話をしてくださいました。和やか
な雰囲気の中の避難所でした。こういう避難所にな
ればいいなと思いました。

避難所で一番困っこと
　一番困ったのは、お手洗いでした。先ほども
DVDの中にありましたけれども、今は「洗浄機付
きお手洗い」を使っていらっしゃるご家庭が多いか
と思います。これは、ほとんどないと思っていてく
ださい。洋式トイレもかなり限られます。停電と同
時に水が出ませんので使用不可になります。簡易ト
イレなんですね。自分の排泄物は自分で処理すると
いうことになります。特に、お年寄りの方たちが、
お手洗いが近くなるからといって、水分を補給され
ないということがありました。関連死に繋がってく
る問題なので充分気をつけたいところです。
　また、お風呂は、ほとんど避難所の中にはありま
せん。岩手の場合は、ご遺体の捜索が終わって、5
月の下旬ぐらいから自衛隊さんが、大きな避難所に
お風呂を作ってくださいました。１カ月半ぐらいか
かっています。まさに1カ月はお風呂に入れないと
思っていただきたい。赤ちゃんのおしりがタダレて
赤くなってかわいそうでしたよ。お風呂がないので
お尻を拭くものが必要になってきます。お風呂がで
きるまでには本当に時間がかかります。

非指定避難所では・・
　指定されていない避難所、先ほどもちょっとお話
しましたが、指定されていない避難所に駆け込んだ
方たちがたくさんいらっしゃいました。避難所まで
行けなかった方たち、高齢者の方や障害者の方たち、
その家族の方たちでした。道路に「がれき」が散乱
していたり、道路が陥没していたということもあり
ました。とにかく近くの建物に避難して「ずぶずぶ」に
濡れている衣類をなんとか取り替えなくては、風邪
をひきますからね。ふるえながらたどりつくという
ことなんです。岩手の3月は、まだまだ寒いという

中で強い余震が長く続いたんですね。とにかく余震
が怖いんですよ。特に一人暮らしの方はね。誰かと
一緒にいたいという気持ちがあって、個人宅に行か
れたそうです。
指定されていない避難所には、食事や物資が届かな
かった。非指定避難所が指定されるまでに１カ月半
ぐらいかかっています。なぜかと言うと、市の職員
の方たちが一つ一つ情報を得て、その場所を確認さ
れるという。状況を確認をしてからでないと指定で
きない。市の職員の方たちは、ものすごい量の仕事
ですので、そんな簡単に行けなかったんですね。あ
る町は、ご遺体の捜索に職員の方が駆り出されてい
ます。そういう状況もあり、指定と非指定の避難所
間の格差が生じたということです。
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中で強い余震が長く続いたんですね。とにかく余震
が怖いんですよ。特に一人暮らしの方はね。誰かと
一緒にいたいという気持ちがあって、個人宅に行か
れたそうです。
　指定されていない避難所には、食事や物資が届か
なかった。非指定避難所が指定されるまでに１カ月
半ぐらいかかっています。なぜかと言うと、市の職
員の方たちが一つ一つ情報を得て、その場所を確認
されるという。状況を確認をしてからでないと指定
できない。市の職員の方たちは、ものすごい量の仕
事ですので、そんな簡単に行けなかったんですね。
ある町は、ご遺体の捜索に職員の方が駆り出されて
います。そういう状況もあり、指定と非指定の避難
所間の格差が生じたということです。

「避難所」間格差が生じた
　指定されている避難所と指定されていない避難所
の中では、市町村の管理下にあるかないか。それか
ら、自治体による備蓄があるかないか。指定避難所
の場合はありますし、非指定避難所の場合はありま
せん。自治体からの物資が届けられるかどうか。こ
れも全然違ってきます。それから、自衛隊員や警察
官の見回り等があるかというのも、ボランティアの
応援も同じでした。プライバシーの確保や家族単位
で暮らすことができたのは指定されていない避難所
の場合でした。家屋の片づけができる。当然ですね。
そこに住んでいるので、自分たちの１階の流された
後のがれき処理ができました。このように格差が生
じていました。
　津波の破壊力とは、すさまじいものでした。家の
中に車が入っているんですね。船も入っていたりす
るんですね。テレビでご覧になったと思いますけれ
ども、よくこんなふうに建物の中に船が突っ込んで
いるなんて、車がひっくり返ったまま民家の2階に
入っているというような状況が町中至るところにあ
りました。

　　　　　　　応急仮設住宅について
応急仮設住宅入居者の声
　応急仮設住宅ですが、やっとお盆の頃には、避難
者のほとんどが応急仮設住宅やみなし仮設住宅に
引っ越されました。
　やっと、念願の「個」になって、プライバシーは
守られているんだけれども、やっぱり寂しい。夕方
になってくると、「どーっ」と気持ちが落ち込む。
また、一日中誰とも話さない日があるという。特に
高齢者の方々は、仮設生活での暮らしを受け入れな
ければならないということはわかっているけれども、
このまま、ここで一生を終るのだろうかという不安
を持ち続けています。

　今は、四畳半２間に三畳の台所、お風呂とお手洗
い。その上、押入れがないんです。お布団は、積み
上がったままなんですね。この間取で一家４人が暮
らしています。絶えず顔を合わせていなければなら
ないような状況なんです。ちょっとしたいさかいが
大きくなっていくこともあるようです。
　仮設住宅は、お隣の音や声が聞こえる。本当に声
をひそめ、音をたてないように隣近所に遠慮しなが
らの生活のように思います。
　現在、2年8カ月が経ち、生活や環境に変化が出始
めています。ご自分で家を建てられる方、ご親戚に
身を寄せる方など、仮設住宅から出て行かれる方た
ちがいます。「もう私たちは、ここにずっといな
きゃいけないんだ。あそこの方たちは出ていかれて
未来があるな。いいなあ。羨ましいなあ。」と、口
にされるようになってきています。このように、喪
失感や取り残され感のようなものを感じていらっ
しゃいます。そして、現地では、被災者を取り巻く
環境に格差が出てきているのです。
　心のケアがどれだけ続くのかということは、想像
できると思います。

　　　　　　　発災後の行政では
役所では、被災の状況確認／情報が入らない
　行政の方たちも被災をします。職員の方たちは被
災しないだろうと思わないでください。電話が不通
になる。停電するということも当然のことです。私
どものセンターもそうでした。利用者の帰宅やセン
ター内の様子を担当課に知らせなければならないの
ですが、停電のためにパソコン、ファックスが使え
ない。手書きの表を作ってそれを報告しましたが、
担当課へ持って行ってセンターへ戻ると、状況が変
化していて、もう一度報告に行くという大変不便な
状況に陥りました。
　市の職員の方たちも全く同じでした。私たちだけ
が停電じゃないんです。
　市役所は、自家発電を持っています。いつ通電す
るかわからない状況の中で、無尽蔵に自家発電を
使ってしまうわけにはいかないんですね。強い余震
やその被害の情報を収集するためや緊急の連絡用に
備蓄する必要があるんです。

その時、職員は
　職員の方たちは、押し寄せてくる市民の対応に忙
殺されました。役所には、震災直後から毎日家族の
安否を知りたいと言う方、さまざまな証明書の発行
とそれを受け取りに来る市民など、二、三百人ぐら
い並ばれるんです。大混乱しました。
　また、市民との話し合いをする中で、行政との板
挟みになって職員の方たちが傷ついていったりしま

した。怒鳴る市民もいます。皆様、決して怒鳴った
りしないでください。建設的な話し合いができませ
ん。
　もう一つですが、被災していない市民の通常の業
務があるんです。津波が来ましたね。津波が来たか
らって100％流されたわけではなくて、安全なとこ
ろに暮らしていた市民は無事でした。この方たちの
ための通常の役所の仕事があるわけです。だから、
市役所の職員の方たちは、被災者だけの対応という
わけにはいかないんですね。
　現在もそうですが、復興への業務は全国の地方公
共団体や自治体の応援をいただいて業務を行ってい
るというのが現状なんです。

勤務地が避難所となった施設の職員は
　勤めているところが避難所になった職員の方は、
24時間切れ目のない支援が始まります。避難者への
対応です。余震がありその都度、その施設に入って
いる方々の安全に配慮しなければなりせんので、
ゆっくりと休んでいる暇などありません。職員たち
６人か７人でローテーションを回していくことにな
ります。１人が倒れると、だれかが担っていかな
きゃならないという状況になるんです。避難所に指
定されている施設職員が過労で倒れないよう労務管
理に十分な配慮が必要です。そして、避難者の方々
は、職員といい関係を作ってください。潰してしま
わないようにね。職員を潰してしまえば後はありま
せんからね。

　　　　　　　今後の課題について
防災訓練
　今後の課題なんですけども、東日本大震災のよう
にお昼間の災害では、町内会にだれがいらっしゃる
と思いますか。皆様のご家庭を思い出してください。
ウィークデーの昼間だと、女性と子どもさん、高齢
者、障害者の方々がほとんどではないでしょうか。
隣近所のことを知っているのは家族の中でどなたで
しょうか。ご近所の方々とは、家族の中の女性たち
が日常生活の中で顔見知りになっていませんか。そ
のことが大変重要なんですね。被災後、自分が元気
であれば、隣におばあさまがいらっしゃるとか、小
さなお子さんがいらっしゃるとか、その情報が救済
につながる何より大切な情報なんです。人命救出の
役に立つことなんです。
　だから、防災訓練には、女性の参加が重要です。
今日のDVDにもありましたように、防災訓練は、
男の方だけがやるものではありません。女性も必ず
出てください。それはなぜかと言うと、自分の命を
守ることと近隣の人たちの命を守るためなんですよ。
ご近所と顔見知りになっておきましょう。男性も女

性も必ず出るようにこころがけてください。

東日本大震災の教訓として、
　東日本大震災の教訓から、１つお伝えしたいこと
があります。それは、今回の震災で地域消防隊員の
方がたくさん亡くなられました。本当に痛ましいこ
とです。消防隊員の方たちは、河口の水門を閉める
ために、水門を目指して緊急出動されたんです。平
常時の訓練では電気と手動の実習をやっておられま
す。手動は、10分ぐらいかかるんだそうです。作業
中に津波が押し寄せて、結局避難できなかったんで
す。一番早いところで地震から6分で津波の第1波が
来ています。第2波が13分とか15分とか、地形によ
りますが、リアス式の地形でしたので、より複雑な
波が来たと言われているんです。2波目と3波目が15
メートルから20メートルと聞きました。
　この経験を生かしてある市の首長は、消防隊員に
「津波到達予測時間から15分から20分以内は作業を
お願いします。ただし、それが終わったら、すぐに
逃げてください。そして自身の命を守ってください。」と
通達を出しています。このことは、消防隊員の方だ
けではなくて、地域住民の合意形成も取られました。
このように消防に関わっている人たちも自分の命を
守っていただかなければならないということなんで
す。

　　　　　　　　　今後に向けて
自然災害への備え
　何が何でも、自分の命は自分で守る。そして、上
手な受援者になってください。逃げようと声をかけ
ていただいたら、「そうですね。」と言って一緒に
逃げましょう。上手な受援者になって救いを求めて
ほしい。声をだしって欲しい。それともう一つ、普
段やっていないことは、いざというときはできませ
ん。なので、港地区さんのように普段からこの訓練
を上手に積み上げていっていただきたいなと思って
おります。 

会場風景
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　写真を少しお見せしてからお話ししたいと思いま
す。東日本大震災の被災状況（抜粋）

１．阪神・淡路大震災で浮き彫りになった女性問題
　阪神淡路大震災では、助かった後に千人が亡くな
られました。神戸の避難所では、火を使うことが許
されませんでした。冬の寒い体育館で、毛布がたっ
た２枚。インフルエンザがまん延しまして、お年寄
りがばたばたと亡くなられました。そのお年寄りを
救ったのは、まず民間団体でした。民間団体が、仮
設のテントを建てまして、そこに石油ストーブを入
れて、ベッドを作って、避難所から本当に具合の悪
いお年寄りを運び込んで、その人たちを支援したの
です。高齢者支援ネットワーク、障害者支援ネット
ワーク、それから子ども支援ネットワーク、外国人
支援ネットワークができました。ただ、女性支援
ネットワークはありませんでした。

２．震災後「女性支援ネットワーク」をたちあげて
　私たちは、1994年に「女たちの家」を開設してい
ました。当時、女性たちは、なかなか地域で、「家
庭」や「地域」、「職場」で抱える問題を語ること
ができないという状況でしたので、みんなでお金を
出し合って、１軒の家を借りて、そこで女性たちが
語り合うことを中心に活動しましたが、震災で閉鎖

しました。
　震災直後「女性支援ネットワーク」を立ち上げて、
女性のための電話相談をはじめ、女性支援セミナー
の開催などの活動を行いました。

３．「女性のための電話相談」から見えたこと
　電話相談にどんな電話が来たかと言いますと、実
はその６割が夫、恋人からの暴力でした。私たちは
その頃、ＤＶという概念も知りませんでした。とに
かく女性がいろんなことで困っているだろうからと
いうので開設したのです。そのころはＤＶの法律も
ありませんし、とにかく福祉事務所へ相談に行って
くださいと言うばかりでした。
　そのときに女性たちの多くが何を言われたか。電
話相談の最後に、「皆さんが被災して大変な中、こ
んな家庭内のつまらないもめ事を相談する私はわが
ままでしょうか？」と言われました。私は、「あな
たをわがままだとは思わない。あなたが被災して、
「ライフライン」も困難の中で、夫の実家に居候し
て本当につらいだろう。そういうときに最も心を支
えてくれるはずの夫から、暴力を受けるなんて本当
につらいでしょう。あなたは決して悪くない」と言
いました。そういう電話がとても多かったです。
　その他に避難所での性被害のことも聞きました。
女性のストレスや体に関する女性セミナーを開いた
ときに、昼間は、ボランティアで長田で活躍してい
る20代の女性が、夜の８時ごろ疲れ切って、避難所
の教室に帰ってくると、「何でここに知らんおっ
ちゃんが、いつまでもおるんや。安心して服を着替
えることもできへんやないかと思ったら、めっちゃ
腹立つねん」と言って、号泣しました。着替え室が
ないという状況が、何カ月も続くと、それは女性た
ちの心身に本当にダメージを与えるんですね。
　私たちは、『女たちが語る阪神・淡路大震災』と
いう本を1996年に発行しました。プライバシーがな
いということ、それからライフラインが、途絶えた
中での家事・育児というのが本当に負担であったこ
とが、記録からわかります。また、性被害もありました。
　避難所で性被害が起きて、行政の人が駆けつけた
ら、避難所のリーダーの男性が、「加害者も被害者
やで。大目に見てやれ」と言われて、愕然としたと
いうことでした。
　また、女性だけでいろんな語り合いをしていた中
で、小さい赤ちゃんを抱えたシングルマザーの方が、

参加されてお話してくださいました。
彼女は、子どももまだ小さく、仮設住宅も不便なと
ころに作られ、なかなか買物に行けない。そうする
と、ある男性が、自分が買物に代わりに行ってあげ
ると言って、いつも買物に行ってくれた。それで彼
女はある時、お礼にと思って夕食に招いた、お世話
になって、これからもよろしくと。そこで彼女は、
被害に遭った。
　しかし、そこでしか暮らすことが出来ない彼女は、
警察に訴えることもしませんでした。私は、それを
聞いて、今度災害があったら、決してこういうこと
が起きないためには、どうしたらいいんだろうと強
く思いました。

４．災害時における女性と子どもへの暴力
　　　ードメスティックバイオレンス、性暴力ー
　やっぱりそういうことをきちんと伝えていかなく
てはいけないと思って、私は「災害と女性、情報
ネットワーク」というホームページを立ち上げて、
そこで阪神・淡路のときにどういうことがおきたか。
そういうことが、おきないためにはどうしたらよ
かったかを、そのホームページで伝えました。この
ＨＰは2008年のアジア防災センターの総合的防災政
策の優良事例集に選ばれました。
　ちょうど1995年の夏に、近畿弁護士会が「被災地
における人権」という大きなシンポジウムを開催し、
私も聞きにいきました。そうすると、電話帳ほどの
分厚い資料を配られて開けてみると、被災地におけ
る人権で、高齢者の人権、障害者の人権、それから
子どもの人権、外国人の人権とありました。でも、
その中に女性の人権という項目がなかったんですね。
そこで全部読んでみたんです。女性に対して書かれ
てあったのは、たった一行「女性が、性被害に遭っ
たという噂があったが、兵庫県警は１件もない、デ
マであると言っている。」でした。
　でも、私が実際に聞いたいくつかの話があります。
例えば、教室ごとに複数の家族が避難所で暮らして
いたときに、親が家の片づけに行っている間に、娘
が性被害に遭ったなど。その背後にもっと数多くの
被害があったのではないかと思いました。今度、も
し同じような災害が起きたら、そういうことが起き
ないために情報発信していきたいと思っていました。
2011年に災害が起き、「東日本大震災女性支援ネッ
トワーク」を、東京で立ち上げるのに関わりました。
そこで「女性と子どもへの暴力被害調査」も行いました。
　驚いたことに、「対価型ハラスメント」というの
が起きているんですね。対価型というのは、セク
シャルハラスメントの種類で、地位利用型とも言い
ます。課長や部長が、「俺の言うことを聞かなかっ
たら仕事をやらせないぞ。」とか、「俺の言うこと
を聞いたら、これだけの対価をやる。」というよう

1992年、「ウィメンズネット・こうべ」を発足。男女共同参画社会の実現と女性の人権を守るため、様々な活
動を行ってきた。1994年「女たちの家」を開設するが、震災で失う。1995年震災直後「女性支援ネットワー
ク」を立ち上げ、「女性支援連続セミナー」など毎月開催し被災女性の支援を行った。2005年シンポジウム
「災害と女性」～防災と復興に女性の参画を～を開催。防災・復興計画策定に女性の参画の必要性を訴
えた。全国各地で講演活動を行う。東日本大震災女性支援ネットワーク世話人。

「災害と女性の人権」～阪神・淡路大震災の教訓は活かされたのか～
ＮＰＯ法人ウィメンズネット・こうべ　代表　正井礼子　さん

な形でのセクシャルハラスメントのことを、対価型
ハラスメントと言うんですけど、それが、暴力被害
調査の中で挙がってきておりました。５月に私が石
巻に行った時に、いまだにおにぎり２個程度しか配
布されていない地域もあったのです。地区の自治会
の人たちが、行政に要望書を送っていました。物が
あるところと、ないところと、極端にばらつきが
あったり、物資が、本当に行き渡っていない状況
だったんですね。例えば、タオルを余計にやるから
とか、食べ物をたくさんやるからとか言って、避難
所のリーダーの人からとか、夫が死んでしまってそ
の親族から、「わしの家に住まわしてあげるから。」
と言って、家族で行ったら、これだけ世話をしてい
るんだから俺の世話をしろとかいうような形でのハ
ラスメントがあり、断ることができなかったとか、
断ったらここからもう行く先がないと思ったとか、
そういう報告が上がっていました。
　スマトラ地震でもたしかにそういうことが起こっ
ていた。私は、阪神淡路のときは実はちゃんと調査
はしていないために、そういうことが起きたかどう
かはわかりませんが、物資や食べ物に関しては、随
分あったような記憶があります。東北へ行ったとき
は炊き出しが非常に少なかったように思います。実
は、避難所にいる女性たちが、自分たちで朝５時半
から起きて200食の食事を毎日のように作っている
というようなことを聞きました。私が東北へ行った
のは５月です。この２カ月間で疲れ果てて「もう、
今日はご飯を作りたくない。」と女性たちがある避
難所で言ったそうです。どうなったかというと、
「今日は、食事はありません。」と言って、かっぱ
えびせんが１袋ずつ配られたということです。女性
たちはがっくりきて、また翌日からご飯を作ったと
いうんですが、女性たちだけにそういう労働が回っ
てくる状況がありました。

５．防災や復興対策に女性の参画を！
　　　ー意思決定の場に女性をー　　
　2004年の12月にスマトラ沖の地震があって、読売
新聞に小さな記事があったんですね。2005年１月26
日の記事で、「インド洋津波で大きな被害が出たス
リランカで、女性被災者が避難所で性的被害に苦し
んでいる。女性団体が政府に対処を求めた。被害者
は羞恥心から訴え出るケースがほとんどなく、実態
が掴みづらかったが、避難所生活が長引くにつれて、
新たな問題が生じた」とあります。12月26日ぐらい
に災害があって、翌年１月の７日に調査をしている
んですね。わたしは、その素早い行動に驚きました。
「２千人を収容する小学校で消灯後、複数の女性が
避難所責任者の男性に体を触られるなどの被害が各
地で報告され、女性団体は、国に避難所の運営に女
性を参加させろということと、女性のプライバシー

を守れという要望を出したが、国の回答は多数の被
災者でごった返す環境では、どうしようもないとの
返事だった」彼女たちは諦めずにそれをニューヨー
クまで持って行ったというんですね。女性会議が95
年の秋に北京であったんですが、そこから10年目、
「北京+10」という会議がニューヨークであり、
「被災地の性的暴力は、緊急課題である」と発表し
たんですね。私はこれを読んで、神戸と同じことが
起きている。でも、彼女たちはちゃんとこういうこ
とを改善せよということを国にまで言って、国がだ
めならニューヨークのＮＧＯの会議まで言っている
というので、私はすごく勇気づけられました。
そこで、震災から10年たった2005年の11月に神戸で
「災害と女性」～防災復興に女性の参画を～という
シンポジウムを開催しました。「過去の災害を女性
の視点から検証しなくては・・・」という思いでし
た。
　私が、東北へ行って思ったことは、女性に対する
暴力に関しての取り組みは、16年の間に随分いろん
な団体が取り組んでいるので、できていました。だ
けど、避難所の運営に対し女性が参画していたかと
いうと、ほとんどいなかったこと。圧倒的に男性が
リーダーであったとこと。例えば、避難所の事務局
に女性に対する暴力防止のカードを持っていって、
これを置いてくださいと言ったら、「海の男はそん
なことはせん」と言われて、他の男性たちも「あっ
はっは」という感じでした。保健師・助産師・私と
３人で行ったのですが、それ以上突っ込むことはで
きなかったんですね。そこに女性が、40人のうち10
人でもいれば、多分女性と話ができたかなと思うん
ですけど、本当に女性が運営に参加していない。国
が言っているように、男女双方が責任者でいるとい
うことが、大事です。
例えば、物資の配布というのは男性がいるんですね。
多分、最初のころは物資を巡って殺気立った雰囲気
があったのかもしれません。でも、やはり生理用品
なんかを欲しいと思って、例えば高校生が取りに
行っても、生理用品をくださいというのは口にはな
かなかできずに、やめようと思って帰ってくるかも
しれないと思いました。
　それから後は、私が「女性のリーダーが３割ぐら
い欲しいよね。」と言ったら、避難所では、各年齢
層が欲しいと言うことでした。60代の女性ばっかり
だと、10代、20代や30代の人が感じる困難さとは、
違うのではないかということで、いろんな層の人が
運営に関わっていてほしいと女性たちが言っていま
した。

６．復興に関する政策決定に女性が全く関わってい
ないか、関われないのは何故か？検証すべきこと。
‐復興に女性の視点、女性のニーズをどうすれば反
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を守れという要望を出したが、国の回答は多数の被
災者でごった返す環境では、どうしようもないとの
返事だった」彼女たちは諦めずにそれをニューヨー
クまで持って行ったというんですね。女性会議が95
年の秋に北京であったんですが、そこから10年目、
「北京+10」という会議がニューヨークであり、
「被災地の性的暴力は、緊急課題である」と発表し
たんですね。私はこれを読んで、神戸と同じことが
起きている。でも、彼女たちはちゃんとこういうこ
とを改善せよということを国にまで言って、国がだ
めならニューヨークのＮＧＯの会議まで言っている
というので、私はすごく勇気づけられました。
　そこで、震災から10年たった2005年の11月に神戸
で「災害と女性」～防災復興に女性の参画を～とい
うシンポジウムを開催しました。「過去の災害を女
性の視点から検証しなくては・・・」という思いで
した。
　私が、東北へ行って思ったことは、女性に対する
暴力に関しての取り組みは、16年の間に随分いろん
な団体が取り組んでいるので、できていました。だ
けど、避難所の運営に対し女性が参画していたかと
いうと、ほとんどいなかったこと。圧倒的に男性が
リーダーであったとこと。例えば、避難所の事務局
に女性に対する暴力防止のカードを持っていって、
これを置いてくださいと言ったら、「海の男はそん
なことはせん」と言われて、他の男性たちも「あっ
はっは」という感じでした。保健師・助産師・私と
３人で行ったのですが、それ以上突っ込むことはで
きなかったんですね。そこに女性が、40人のうち10
人でもいれば、多分女性と話ができたかなと思うん
ですけど、本当に女性が運営に参加していない。国
が言っているように、男女双方が責任者でいるとい
うことが、大事です。
　例えば、物資の配布というのは男性がいるんです
ね。多分、最初のころは物資を巡って殺気立った雰
囲気があったのかもしれません。でも、やはり生理
用品なんかを欲しいと思って、例えば高校生が取り
に行っても、生理用品をくださいというのは口には
なかなかできずに、やめようと思って帰ってくるか
もしれないと思いました。
　それから後は、私が「女性のリーダーが３割ぐら
い欲しいよね。」と言ったら、避難所では、各年齢層
が欲しいと言うことでした。60代の女性ばっかりだ
と、10代、20代や30代の人が感じる困難さとは、違
うのではないかということで、いろんな層の人が運
営に関わっていてほしいと女性たちが言っていました。

６．復興に関する政策決定に女性が全く関わってい
　ないか、関われないのは何故か？検証すべきこと。
　　ー復興に女性の視点、女性のニーズをどうすれ
　　　ば反映させることが可能か？ー　

　「東日本大震災女性支援ネットワーク」のホーム
ページではあらゆる情報を公開しています。そこの
中にこんな支援が欲しかった、「災害支援事例集」
というのがあります。これはダウンロードできるよ
うになっており、500円で販売もしています。そこ
にスフィア・プロジェクトを紹介していますが、災
害復興支援におけるジェンダー多様性配慮に関する
国際的な基準です。被災者は尊厳ある生活を営む権
利と援助を受ける権利があるということなど、いろ
いろなことが書かれていますが、どのような支援に
も重要な基本事項の中に、必要とされる支援の把握、
いわゆるニーズ調査に当たっては、必ず男女別、年
齢層別の情報収集を行うこと。それから、男女別、
年齢層別に収集した情報を明示すること、また、女
性や少女から必要な支援について意見を聞く際には、
彼女たちが安心して話せる場所を選んで、必要があ
れば女性だけで別に行い、性暴力への対応などのス
キルを持つスタッフが参加するとか、女性の支援
ニーズの査定を行うチームは、男女両方で編成し、
特に性別の統計収集や子どもとのコミュニケ―ショ
ンのスキルを持つ者を含めるとか、書かれてありま
す。被災地の実際の事例を紹介しています。例えば
派遣されたのは男性職員だけだったという報告が
あって、女性や子どもたちの要望を把握するために、
女性職員が「行きたい。」と要望したんですが、
「前例がない。」、「危険である。」という理由で
派遣されなかった。丁寧に関係者を説得して女性職
員もようやく現場に派遣されるようになって、女性
たちの生活環境が随分改善されたということが、書
かれてあります。
　私は、2011年11月に福島県の郡山に行ました。い
ろいろ避難所を回ったときに、4月22日ごろに女性
たちが行政に出していた要望書には、男性が若い女
性の横に寝に行って困る。セクハラだからやめてほ
しいといくら言っても、「こんなことはセクハラ
じゃない。好きなところに寝ているんだ。」と言う
だけで、改善されないということで、女性専用室を
設けてほしいということを挙げています。また、東
北全体で避難所に乳幼児を連れた家族が非常に少な
かったことです。
　2005年の10月の神戸新聞の記事には、集中豪雨で
9人が死亡した新潟県三条市で、乳幼児を持つ親の
多くは自宅に被害を受けながら、子どもが周りに迷
惑をかけるということでほとんど避難所に行ってい
なかったというのが、報告されているんですが、こ
のことは、阪神淡路でも同じで、それから中越でも
同じ。今回も乳幼児を連れた家族は一旦は避難所に
来ても、子どもが夜泣きをするとか、子どもが揺れ
るたびに泣き叫ぶというので、もう家が半壊であろ
うと、一階が水びたしであろうと、自宅に帰った家
族が多いと聞きました。

　そういった中で、陸前高田の第一中学校には、乳
幼児を連れた家族のための部屋というのがありまし
て、そこで子どもたちがばたばた走り回っていまし
たけど、どの親もああ、この部屋があってどれだけ
安心したかしれないと言われていました。ちなみに、
その隣の部屋には認知症の家族を抱えた部屋という
のも作られていました。認知症の家族を抱えた人た
ちは、この部屋があることで本当に落ち着いてケア
ができる。下の体育館では、認知症の人はいるのは
無理だということを言われておりました。そういう
配慮があるところはすごく少なかったんですね。
　郡山の方は、放射能に追われて、原発でみんな逃
げてきたわけです。だから、帰れないわけですね。
乳幼児を連れて揺れるたびに子どもたちは、壁に頭
をがんがん打ち付けるとか、「やかましい静かにさ
せろ。」とか大混乱の中で、乳幼児を連れたお母さ
んたちは本当につらかったと言われて、乳幼児を連
れた家族のための部屋を作ってくださいということ
も、その要望の中に入っていいました。だから、
リーダーにやっぱり女性がいると声が上げやすい。
男性ばっかりだと、わがままだということにされて
しまって、なかなかその女性たちの困難が理解して
もらえないということを言っていました。
　郡山で聞いたことは、子供たちが安心しておれる
部屋を作ってくださいと言いにいった人もいたんで
すけど、大混乱の中でわがままを言うんじゃないと
言われたそうです。個別に言っても全然通らなくて、
やはりグループなり何かリーダーの人たちがそれを
代弁してあげないと、一人ずつがバラバラに言うと、
「わがまま」ということにされてしまうのです。
　それから、私が行って思ったのは、着替え室が
25％の避難所では、最初から作られた。最初に作ら
れなかったところは、ずっと用意されてないんです
ね。実は、内閣府は避難所のある自治体に男女共同
参画の視点に配慮した震災対応として、ちゃんと女
性のリーダーを置きなさいとか、避難所に着替え室
を作りなさいとかいう要望は、３.11以降、早々と何
度も出していたんですね。そういうことを関係団体、
関係機関への周知を依頼したんですが、市町村には
関係部署、団体に文書を配布したというところが全
体の７.６％。知っていて対応をしたというところは
４.５％。知っていたが対応は不十分だったのは合せ
て13.３％。とにかく4分の1しか文書を認知しておら
ず、しかも対応したのが４.５％しかなかったという
ことです。

７．防災は日常から始まる
　　　ー女性が結婚してもしなくても一人でも安心
　　　　して暮らせる社会ー
　わたしはいつも防災というのは、日常から始まる
と言っているんですね。さっきの女性に対する暴力

の被害調査でも、災害が起きたから女性に対する暴
力が起きたというわけではなかったんですね。平時
から起きていることが、その地域の女性たちには当
たり前のこととされていたことが結構あって、いろ
んな団体が行って、女性に対する暴力というのは、
たとえ災害でも許されることではありませんとか、
女性に対する暴力というのは殴る、蹴るだけじゃな
くて、大声で罵倒するとか、生活費をくれないとか、
そういうことも女性に対する暴力ですというような
チラシを入れたり、いろんな女性団体が今回、地域
に行って支援活動を行った。そこで、自分が日ごろ
から受けていたことが、実はＤＶということなんだ
ということをやっと気づいたという人も多いと思い
ます。
　それからあと、大きな災害があったときは、例え
ば仕事を持っていた女性たちでも、仕事を失ってし
まう。その後、男性の仕事というのは、復興域に随
分つくられたんですね。でも、女性は男性の1.4倍失
業していたんです。で、そういうような女性の持つ
弱い面が大きな災害があったら、より拡大してしま
う。だから、男女の格差が日ごろからあっても、そ
れが災害時にはより拡大してしまうということで、
暴力が激化したということもあります。だから、私
は、平時から女性がちゃんと意見を言ってそれが届
くような社会でなければ、災害時だけ女性の人権が
守られたり、女性への配慮がなされるようにはなら
ないと思います。

８．復興に関する政策決定に女性が全く関わってい
　ないが、関われないのは何故か？検証すべきこと
　　ー復興に女性の視点、女性のニーズをどうすれ
　　　ば反映させることが可能か？ー
　私は、防災の分野にどれぐらい女性が参画してい
るか、2005年に調査したことがあります。近畿を調
べたんですが、兵庫県でも65人の防災会議の中に、
女性の参画というのはもう１人か２人なんですね。
兵庫県86名中６名。神戸市は20名中ゼロ。これは行
政の担当が、防災に関わる行政の担当課が兵庫県で
86名中６名、神戸市は危機管理局という素晴らしい
課ができたんですが、20名中ゼロ。大阪府は97名中
９名、市が30名中３名、京都市が20名中１名、京都
府は14名中ゼロというような防災課の中の女性職員
の数ですね。それから、防災会議には兵庫県45名中
ゼロ、神戸市が60名中３名、大阪府は47名中１名、
これは知事です。京都市も46名中ゼロというふうに、
防災の関係にほとんど女性が入っていないという状
況で、災害時に女性たちが受ける困難についての配
慮というのは、この数ではできません。
　東北の復興に関して女性たちが参画できるように
なったかと思って、岩手県に行ったときに調べたら、
18名の復興会議に女性はゼロでした。18名中ゼロと

いうことで、もりおか女性センターの田端さんたち
も抗議をされて、２名入ったんですね。その２名と
いうのは、岩手県女性団体協議会の代表と岩手県栄
養士会の会長さんが入りました。だけど、岩手県と
いうところは、沿岸部がやられて、さっきも言った
ように、船関係とかそれから魚の加工場で働いてい
た女性がすごく多くて、岩手県の女性の女性部8,300
人、女性がいるんですね。その本当に多くが被災さ
れて、8,300人という数は、日本で北海道の漁場は女
性部についで２番目に大きい女性部なんです。でも、
そこの代表は入っていないんですね。
さらには、女性部の話によると、実は漁協の組合員
に女性はなれないそうです。組合員になれるのは男
性のみ。夫が亡くなった人だけその漁協の組合員に
なれるそうで、国との話し合いに女性たちも参加し
たいと言ったら、女性は後で男性から聞いたらいい
ということで、まだまだそういった状況が続いてい
るということです。東北のある女性は、「コミュニ
ティーの復活が今すごく叫ばれているけど、今度新
しいコミュニティーが復活するときには、男女平等
のコミュニティーが復活してほしい」と言われまし
た。
　私は、あちこちへ行って防災の話をするのですが、
あるところで、「女性のための防災マニュアル」と
いうのがありまして、開けると、「炊き出し編」。
次が「ナイチンゲール編」。担架の作り方とか、包
帯の巻き方で、最後が「初期消火編」です。それら
もすごく大事だと思います。それにプラスして、女
性が企画立案するとか、組織のリーダーとしてやっ
ていくことを加えることが大切だと思います。日ご
ろから女性がきちんとリーダーシップをとれるよう
なポジションに置いたり、女性も勇気をもってそう
いうポジションに自分も行けるように、手を挙げて
ほしいと思います。
　2012年度の国連の防災の目標は、「女性と少女た
ちが防災、災害管理への活動の参加へ、意思決定プ
ロセスから除外されたジェンダー差別に対する乏し
い理解により妨げられたことを強調する。」です。
要するに女性や少女が災害の前後及び災害の状況下
において、多くの貢献をしていることを認識し、女
性たち、少女たちは、力を持っているんだというこ
とをあらゆる国がそれを認めて、女性たちの力を活
用しなくてはならない、「女性と少女たちの力を
ちゃんと可視化せよ。」ということです。
災害が起きたときに、皆さんが無事で、避難所にい
たとしたら、ニーズ調査を素早くやることが大切で
すとりわけ、声を上げにくいであろう女性や子ども
や障害を持った人たちのニーズを、男女別で聞いて
いく。妊婦さんへの配慮も必要です。お医者さんが
来て、「ここに妊婦さんがいますか。」と聞いたら、
リーダーが「そこまで把握していない」と言ったそ

うです。実はどこの避難所にも妊娠初期の人が数名
はおられた。でも、自分だけ特別な配慮を求めるよ
うで言えなかったそうです。その人たちは濡れた下
着をそのまま身に着けていたり、食べ物もほとんど
食べられない状況でいて、赤ちゃんがそういうこと
だとすごく危険になるわけですね。本人がなかなか
声を出しにくいのを、きちんと配慮して聞いていく
ということ。ニーズがわかれば、対応ができますよ
ね。
災害時には、ＤＶとか性被害がどうしても起きやす
い環境にはなってしまうということで、もし被害に
あっても、安心して相談できる場所があったり、女
性専用室なども必要です。子どもも性被害に結構
遭っています。でも、子どもはそういうことを言え
なかった。たまたま若いお姉さんみたいな人が相談
員に来てくれたときに、その人にやっと被害を話す
ことができた。
「被災地における性暴力」～防止と対応のマニュア
ル」は2008年、ハリケーン・カトリーナの後にアメ
リカで出された本です。その本の開けたページに、
「事件が起こったのはあなたたちのせいではない。
私たちはあなたたちの味方、あなたたちが被害に
遭ったことに深く傷つき心配し、それについて考え
させられている。そして、私たちは今後同じことが
繰り返されないように活動を始めたということを
知ってほしい」ということが書いてありました。
避難所でそういう被害が起きないためには、例えば、
電燈を常に付けておくとか、トイレを明るくすると
か、それから死角になるような場所には、立ち入り
禁止の札を張るとか、細かい配慮をすることと書か
れてあります。2005年のハリケーン・カトリーナで
集団レイプに遭った少女たちが、その後2008年に全
米を回って、自分たちの体験を劇にして、学校で話
している。、ジェーン・フォンダのようなアカデ
ミー賞をとった女優たちが財政的に支援しています。
やっぱり取り組みがすごく違うなと思いました。
日本はまだ性暴力禁止法もないし、災害が起きたと
きに、混乱の中でなかなか女性たちは声を上げるこ
とができない。ただ、阪神ではなかったことにされ
ましたが、東北では報道しています。少しは表に出
るようになった。でも、そういうことが起きないよ
うにするためにも、きちんと防災のマニュアルの中
に入れてほしいし、不幸にしてそういうことが起き
た場合も、女性たちが声を上げられるようなシステ
ムを作ってほしいと思います。
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　今日は「災害対策になぜ男だの女だのと言わなく
てはいけないのか」というかなり基本的な疑問にお
答えしつつ、お話をしていきたいと思っています。
　震災には、みんなショックを受けましたね。女の
人はいったいどうなっているのかと、ふと考えまし
た。なかなか声が政策に出てこない人たち、障害者
の方、低所得者、お年寄りたちのニーズが、このひ
どい状況の中ですくい上げられているのか、と不安
になりました。というのは、阪神淡路大震災のとき
に、すでにそういう問題が露見していたからです。
例えば、被災下で女性に対するＤＶが増えたとか、
レイプのようなことが起きてしまって、でも、女の
人は、なかなか声に出して言えないんです。あれだ
けのものすごい規模の震災ですから、すごく心配
だったんです。
　それで、「東日本大震災女性支援ネットワーク」
を立ち上げ、活動がはじまったのです。
　４月になって福島県郡山の知人からかなり衝撃的
な内容のメールがありました。郡山は原発のある地
域ではないんですけど、風向きの関係でホットス
ポットという形でかなり濃い濃度が出ていました。
ボランティアは宮城や岩手には行っているんだけど、
放射能が怖いから来てくれない。メールをくれた人
は、保育士さんだったんですけど、3月で雇用契約
が切れて、職を失ってしまったのです。「放射能で
大変な中にいる私たちのような女性の声をちゃんと
聞いてください。」と言われて、出かけて行きました。
　そこでいろんなものが見えてきました。まず、
「女性」と言うと、「男も大変なのに、女とか何だ
かんだ言っている場合じゃない。被災者は、男も女
もないじゃないか。」と、言われるんですね。それ
から当時は「頑張ろう！日本キャンペーン」で「み
んなで打って一丸となって、この震災に立ち向かわ
なければいけない」と言われていました。男も女も
なく、自分の悩みは我慢して、みんなで打って一丸
となって頑張るべきときじゃないか、という風潮が
当時はものすごかったんです。「女性がここで困っ
ています」と、とても言えない状況です。確かに、
男性も困って大変だったんです。でも、女性に何が
必要で、どんなものが困っているか。物資に何が要
るかは、なかなか表面化してこない。「わがまま
じゃないか」と思われるので言えない。
　また、すごくつらいのは、女の人ってお世話をす

る性、例えば、介護もそうでしょう？お子さんの世
話をする。そのように、人のお世話をする性だとい
うのが女性に対する見方なんですね。だから、震災
でみんな困っているなら女の人は、一生懸命そのお
世話をしなくてはいけない、と何となく周りも思っ
ているし、自分も内面化しています。でも、自分も
そのときは被災して大変で、だれかにお世話してほ
しいと思っているんです。そこで「女の人は頑張っ
てくれ」と言われると、一生懸命しなきゃいけない
と頑張っちゃう。気が付いたら、疲れ切っているの
に、だれも代わってくれない。それどころか、保育
園も介護施設も震災でみんな避難して、いないです
からね。全部お嫁さんのところにかかってくるんだ
けど、そのことを誰も気を使ってくれない。初めの
うちは「頑張って私がやらなきゃ」と思ってやって
いるけれども、長引いてくると、疲れてくるんですよ。
　日常的にこういうことが起きたら、だれがそれを
代わってあげられるのか、どういうサポートをして
あげられるのかといった話し合いが、当然ながら事
前に全くできてないのです。だから、とにかく「女
の人が頑張ってくれればいい」という感じでやって
きている社会なので、いざとなったときにどういう
仕組みを使えば、この人たちが助かって回復できる
のかが、わからない。放射能で大変な郡山の避難所
で、個別に話を聞いていきました。
　駅を降りると風が凄く強くて、みんなマスクをし
ていました。「放射能が怖いですからね。」と言わ
れたので、私もマスクをして、女の人たちが10人ば
かり集まっている会館に行きました。
　「みんな言いたいことがいっぱいあるけど、あま
り言えないんです。」と言いました。どんなことか
というと、まず、さっきの保育士さんのように、３
月に震災が起きて、本来なら１年保育士をやったら、
もう１年契約更新をする。それが、行政が「ガタガ
タ」で、みんな切られて仕事を失って困っている。
　それから、郡山市内で働いている女性は、お子さ
んが３人ぐらいいらっしゃって、彼女の肩に経済が
かかっている状況だったのです。ところが、９時か
ら５時まで働かなきゃいけない。みんな被災して怖
がっているけど、彼女が働かないとお金が入ってき
ませんから、そういうときに、「震災の状況に合わ
せて時間短縮してくれ」、なんて言うのは当然やっ
てもらえない。普通は、男性中心に設計されていま

東京大学文学部卒業後、朝日新聞社へ入社。様々なジャーナリズム活動、特にジェンダーの視
点からの日本の労働事情の変化を報道し続ける。2011年4月から和光大学へ移り、現代人間学
部教授をつとめる。東日本大震災直後から女性たちの声を集めて立ち上がった「東日本大震災
女性支援ネットワーク」では、被災した女性たちの様々なニーズを広く伝え、それに応える活
動を共同代表として続けている。

災害対策になぜ女性の視点が必要か～防災とまちづくり、そして男女共同参画～
東日本大震災女性支援ネットワーク共同代表、和光大学教授　竹信三恵子さん

いうことで、もりおか女性センターの田端さんたち
も抗議をされて、２名入ったんですね。その２名と
いうのは、岩手県女性団体協議会の代表と岩手県栄
養士会の会長さんが入りました。だけど、岩手県と
いうところは、沿岸部がやられて、さっきも言った
ように、船関係とかそれから魚の加工場で働いてい
た女性がすごく多くて、岩手県の女性の女性部8,300
人、女性がいるんですね。その本当に多くが被災さ
れて、8,300人という数は、日本で北海道の漁場は女
性部についで２番目に大きい女性部なんです。でも、
そこの代表は入っていないんですね。
　さらには、女性部の話によると、実は漁協の組合
員に女性はなれないそうです。組合員になれるのは
男性のみ。夫が亡くなった人だけその漁協の組合員
になれるそうで、国との話し合いに女性たちも参加
したいと言ったら、女性は後で男性から聞いたらい
いということで、まだまだそういった状況が続いて
いるということです。東北のある女性は、「コミュ
ニティーの復活が今すごく叫ばれているけど、今度
新しいコミュニティーが復活するときには、男女平
等のコミュニティーが復活してほしい」と言われま
した。
　私は、あちこちへ行って防災の話をするのですが、
あるところで、「女性のための防災マニュアル」と
いうのがありまして、開けると、「炊き出し編」。
次が「ナイチンゲール編」。担架の作り方とか、包
帯の巻き方で、最後が「初期消火編」です。それら
もすごく大事だと思います。それにプラスして、女
性が企画立案するとか、組織のリーダーとしてやっ
ていくことを加えることが大切だと思います。日ご
ろから女性がきちんとリーダーシップをとれるよう
なポジションに置いたり、女性も勇気をもってそう
いうポジションに自分も行けるように、手を挙げて
ほしいと思います。
　2012年度の国連の防災の目標は、「女性と少女た
ちが防災、災害管理への活動の参加へ、意思決定プ
ロセスから除外されたジェンダー差別に対する乏し
い理解により妨げられたことを強調する。」です。
要するに女性や少女が災害の前後及び災害の状況下
において、多くの貢献をしていることを認識し、女
性たち、少女たちは、力を持っているんだというこ
とをあらゆる国がそれを認めて、女性たちの力を活
用しなくてはならない、「女性と少女たちの力を
ちゃんと可視化せよ。」ということです。
　災害が起きたときに、皆さんが無事で、避難所に
いたとしたら、ニーズ調査を素早くやることが大切
ですとりわけ、声を上げにくいであろう女性や子ど
もや障害を持った人たちのニーズを、男女別で聞い
ていく。妊婦さんへの配慮も必要です。お医者さん
が来て、「ここに妊婦さんがいますか。」と聞いた
ら、リーダーが「そこまで把握していない」と言っ

たそうです。実はどこの避難所にも妊娠初期の人が
数名はおられた。でも、自分だけ特別な配慮を求め
るようで言えなかったそうです。その人たちは濡れ
た下着をそのまま身に着けていたり、食べ物もほと
んど食べられない状況でいて、赤ちゃんがそういう
ことだとすごく危険になるわけですね。本人がなか
なか声を出しにくいのを、きちんと配慮して聞いて
いくということ。ニーズがわかれば、対応ができま
すよね。
　災害時には、ＤＶとか性被害がどうしても起きや
すい環境にはなってしまうということで、もし被害
にあっても、安心して相談できる場所があったり、
女性専用室なども必要です。子どもも性被害に結構
遭っています。でも、子どもはそういうことを言え
なかった。たまたま若いお姉さんみたいな人が相談
員に来てくれたときに、その人にやっと被害を話す
ことができた。
　「被災地における性暴力」～防止と対応のマニュ
アル」は2008年、ハリケーン・カトリーナの後にア
メリカで出された本です。その本の開けたページに、
「事件が起こったのはあなたたちのせいではない。
私たちはあなたたちの味方、あなたたちが被害に
遭ったことに深く傷つき心配し、それについて考え
させられている。そして、私たちは今後同じことが
繰り返されないように活動を始めたということを
知ってほしい」ということが書いてありました。
　避難所でそういう被害が起きないためには、例え
ば、電燈を常に付けておくとか、トイレを明るくす
るとか、それから死角になるような場所には、立ち
入り禁止の札を張るとか、細かい配慮をすることと
書かれてあります。2005年のハリケーン・カトリー
ナで集団レイプに遭った少女たちが、その後2008年
に全米を回って、自分たちの体験を劇にして、学校
で話している。、ジェーン・フォンダのようなアカ
デミー賞をとった女優たちが財政的に支援していま
す。やっぱり取り組みがすごく違うなと思いました。
日本はまだ性暴力禁止法もないし、災害が起きたと
きに、混乱の中でなかなか女性たちは声を上げるこ
とができない。ただ、阪神ではなかったことにされ
ましたが、東北では報道しています。少しは表に出
るようになった。でも、そういうことが起きないよ
うにするためにも、きちんと防災のマニュアルの中
に入れてほしいし、不幸にしてそういうことが起き
た場合も、女性たちが声を上げられるようなシステ
ムを作ってほしいと思います。
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　今日は「災害対策になぜ男だの女だのと言わなく
てはいけないのか」というかなり基本的な疑問にお
答えしつつ、お話をしていきたいと思っています。
　震災には、みんなショックを受けましたね。女の
人はいったいどうなっているのかと、ふと考えまし
た。なかなか声が政策に出てこない人たち、障害者
の方、低所得者、お年寄りたちのニーズが、このひ
どい状況の中ですくい上げられているのか、と不安
になりました。というのは、阪神淡路大震災のとき
に、すでにそういう問題が露見していたからです。
例えば、被災下で女性に対するＤＶが増えたとか、
レイプのようなことが起きてしまって、でも、女の
人は、なかなか声に出して言えないんです。あれだ
けのものすごい規模の震災ですから、すごく心配
だったんです。
　それで、「東日本大震災女性支援ネットワーク」
を立ち上げ、活動がはじまったのです。
　４月になって福島県郡山の知人からかなり衝撃的
な内容のメールがありました。郡山は原発のある地
域ではないんですけど、風向きの関係でホットス
ポットという形でかなり濃い濃度が出ていました。
ボランティアは宮城や岩手には行っているんだけど、
放射能が怖いから来てくれない。メールをくれた人
は、保育士さんだったんですけど、3月で雇用契約
が切れて、職を失ってしまったのです。「放射能で
大変な中にいる私たちのような女性の声をちゃんと
聞いてください。」と言われて、出かけて行きました。
　そこでいろんなものが見えてきました。まず、
「女性」と言うと、「男も大変なのに、女とか何だ
かんだ言っている場合じゃない。被災者は、男も女
もないじゃないか。」と、言われるんですね。それ
から当時は「頑張ろう！日本キャンペーン」で「み
んなで打って一丸となって、この震災に立ち向かわ
なければいけない」と言われていました。男も女も
なく、自分の悩みは我慢して、みんなで打って一丸
となって頑張るべきときじゃないか、という風潮が
当時はものすごかったんです。「女性がここで困っ
ています」と、とても言えない状況です。確かに、
男性も困って大変だったんです。でも、女性に何が
必要で、どんなものが困っているか。物資に何が要
るかは、なかなか表面化してこない。「わがまま
じゃないか」と思われるので言えない。
　また、すごくつらいのは、女の人ってお世話をす

る性、例えば、介護もそうでしょう？お子さんの世
話をする。そのように、人のお世話をする性だとい
うのが女性に対する見方なんですね。だから、震災
でみんな困っているなら女の人は、一生懸命そのお
世話をしなくてはいけない、と何となく周りも思っ
ているし、自分も内面化しています。でも、自分も
そのときは被災して大変で、だれかにお世話してほ
しいと思っているんです。そこで「女の人は頑張っ
てくれ」と言われると、一生懸命しなきゃいけない
と頑張っちゃう。気が付いたら、疲れ切っているの
に、だれも代わってくれない。それどころか、保育
園も介護施設も震災でみんな避難して、いないです
からね。全部お嫁さんのところにかかってくるんだ
けど、そのことを誰も気を使ってくれない。初めの
うちは「頑張って私がやらなきゃ」と思ってやって
いるけれども、長引いてくると、疲れてくるんですよ。
　日常的にこういうことが起きたら、だれがそれを
代わってあげられるのか、どういうサポートをして
あげられるのかといった話し合いが、当然ながら事
前に全くできてないのです。だから、とにかく「女
の人が頑張ってくれればいい」という感じでやって
きている社会なので、いざとなったときにどういう
仕組みを使えば、この人たちが助かって回復できる
のかが、わからない。放射能で大変な郡山の避難所
で、個別に話を聞いていきました。
　駅を降りると風が凄く強くて、みんなマスクをし
ていました。「放射能が怖いですからね。」と言わ
れたので、私もマスクをして、女の人たちが10人ば
かり集まっている会館に行きました。
　「みんな言いたいことがいっぱいあるけど、あま
り言えないんです。」と言いました。どんなことか
というと、まず、さっきの保育士さんのように、３
月に震災が起きて、本来なら１年保育士をやったら、
もう１年契約更新をする。それが、行政が「ガタガ
タ」で、みんな切られて仕事を失って困っている。
　それから、郡山市内で働いている女性は、お子さ
んが３人ぐらいいらっしゃって、彼女の肩に経済が
かかっている状況だったのです。ところが、９時か
ら５時まで働かなきゃいけない。みんな被災して怖
がっているけど、彼女が働かないとお金が入ってき
ませんから、そういうときに、「震災の状況に合わ
せて時間短縮してくれ」、なんて言うのは当然やっ
てもらえない。普通は、男性中心に設計されていま

すから、奥さんがいるだろうと言われるわけです。
彼女は、奥さんいないわけですよね。旦那さんがい
るけど、旦那さんはやっぱり男女分業になっていて、
なかなか食事など作ってくれないんですね。体を壊
して休業しているということもあって、それができ
ない。そこまではまだいいです。夫のお母さんが介
護施設から彼女の家に逃げてくるわけですね。しか
も、徘徊もあり、かなり重い認知症なんです。その
方が、行き場所がないからと言って来るわけです。
また、親戚のご高齢の叔母さんも来ました。彼女は、
２人の重い障害を抱えた高齢の方を家に抱え込むよ
うになって、９時・５時で働くわけです。うちの家
族のご飯を作って、夜は、お二人のお世話をし、ま
た朝、会社に行き、寝る時間がまったくない。行政
に相談に行ったら、「こういうご時勢だからしよう
がないです。気持ちはわかりますけど。」と、言わ
れてしまって。「私はどうしたらいいんでしょうか」
と私の前で泣いていました。
　でも、彼女は、そんな状態の中で、介護の高齢の
人たちをお互いに面倒を見合うネットワークを作り
ました。世の中ってすごい人たちがいるなと思いま
した。
　つまり、介護とか保育とかという問題は、被災し
ていようがいまいが起こる。日常生活というのは、
被災していても続いているんです。人間が人の世話
をし、ご飯を食べている営みが、何があっても続く
んですね。そこのところを、男女分業はありますか
ら、女性は主にやってきていたわけですね。「お嫁
さんが全部やればいいじゃない」というので、きて
いますから。だから、もう災害でいろんな負担が
あって、やりきれなくなっているけど、他の部分に
ついては、サポートは出来ても、ケア、お世話をす
るということについては、お嫁さんがやって当たり
前じゃないかと、だれも手を出してくれないので、
全部背負い込んでしまう。だから、被災するって、
私も行ってみて初めて分かったんですけど、日常生
活、生活なんですよね。
　災害っていうと、「がれき」の処理とか、肉体労
働が必要で、スーパーマンみたいに力の強い男性が
「ピュー」と飛んできて、女、子供を助け出してく
れるみたいな、そういうイメージがあります。だか
ら、今まで防災と言うと、男性だけでやっていたら
いいというのは確かにあったんです。でも、実際、
大災害が起きてみたら、ケアがあって、生活があっ
て、育児があって、女性がいろんな被災下で支えな
くちゃいけないようなものが、わんさとある。当面
は、がれきを片付けたり、人命救助というのは勿論
必要ですけど、災害が大きければ大きいほど、生活
の部分をどう支えていくかという、違う救援が必要
になるわけです。

としたら、そういう分野に男性が補ってくれればい
いんですけど、そうじゃない。男は仕事、女は家庭。
そういう社会で、女性が意思決定の場に入っていな
いということは、ケア部分等々の支援に「何が要る
かが、トップがわからない」という事になりません
か。だから、私もその話を聞いて、そういうことが
起こるんだと身に染みて思ったんです。それで、す
ぐに東京に戻って、私は元朝日新聞にいたので、新
聞社の前の同僚で、今は偉くなっている人に「介
護って書いている？」と言ったら、「ええ！？」っ
て一瞬、虚を突かれた感じ。「震災と介護って大事
なんだよ。」と言ったら、「そうですよね。」と
言って、それから新聞に、“被災地で介護どうなっ
ている？”という記事が出るようになったんです。
だから、そういう目とそういう発言力がある人間が
いるということが、いかに、必要なことなのか、な
のです。そこで、それに関わるいろんな支援物資が
出せるようになりますよね。
　というようなことが、郡山に行ったときの体験で
した。その後、いろいろ気になって他の支援団体の
ところにも情報収集してもらいました。
　当時、女性のグループが同じように、被災地で女
の人がどうしているかな、と気になって、グループ
を組んで支援に入り始めたんです。このときにやっ
ぱり役に立ったのが、各地域にある女性グループで
した。
　元々付き合いのあった、そこの地域の女性団体の
人たちの中に、その人に聞けば大丈夫っていうキー
パーソンがいます。その人たちに連絡を取って「今、
何が要る？」、「何が起きている？大丈夫？暴力が
起きていませんか？」とか、いろんな心配ごとを聞
けます。そして、大抵の人が「来てくれないと、こ
んなにすごい状態はわからないでしょう。見に来て
よ」と言います。さっきの郡山と同じです。行っ
ちゃいけないかな、悪いかなと思うんだけど、当事
者たちは、ちゃんと来てくれるんだったら来てほし
い。そして、それを東京とか大都市とか、国へ、
ちゃんと伝えてほしいと思っているんです。
　そこで、わかったことは、避難所のプライバシー
問題。着替えや授乳場所がないとか、被災者が声を
上げにくいなど。また、女子トイレの前に男性が
いっぱいいて、恥ずかしくて入れなかったという声
までありました。「そんなの何？」と思うかもしれ
ませんけど、「怖い、恥ずかしい」だから、なるべ
く我慢しちゃうんですって。私は「避難所のリー
ダーに言えば？」と言ったんです。そうしたら「そ
んなことを言ったら、我が儘と思われて避難所にい
られなくなるかもしれない。」、これが被災者の立
場なんだなと思いました。ここを追い出されたら、
もうどこへ行っていいかわからない、そこにおいて

欲しいんです。しかも、みんなで頑張ろうと言って
いるときに、「何を言っているんだ」となったらど
うしようと思うじゃないですか。でも、もう避難所
は、彼女たちの日常生活なんです。
　その支援に入った女の人たちが、代わりに言って
あげようと言ったら、「わがままと言われると困る
から言わないで。」と。でも、言っちゃったんです、
名前を言わないで。「こういう人もいますよ」と
言ったら、リーダーの人が「ああ、なんだそうかと。
何とかするよ。」とすぐに言ってくれて、女子トイ
レのところに、卓球台を持って行って立てかけまし
た。そしたら入口は見えない。ピンポン台の見えて
いる方を掲示板にして、それで女性は裏から入ると、
見られなくても済む。安心して行けるようになった。
本当につまらないことなんですが、そんなつまらな
いことさえ言えない、言いにくい。これが被災者の
弱くなっている立場です。帰る家がない人たちは、
そこへ置いてもらわなきゃと思っているのですから、
それぐらい弱くなる。これが被災者なんだと思いま
した。
　それ以外にも、間仕切り問題は有名な話です。プ
ライベートスペースがなかったので、「間仕切りを
してほしい。」とみんなで言ったんですね。間仕切
りは、段ボールで仕切ったりしていたんですが、低
すぎると上から見えてしまいます。着替えられない、
見られると恥ずかしいとかいろいろあって、一番い
い規格というのは1.2ｍ程度で、あまりそれが高いと
また問題が起きるというんです。
　高いのをつくった避難所では、良かれと思って男
性たちが毛布を使ってわざわざ中が見えないように、
安心して着替えられるようにと思って作ってくれま
した。
　ところが、これが女性たちにはあまり評判よくな
かったんです。私はこの避難所に行って、「何がい
けないの？」と言ったら、「高すぎて中が見えない
のが怖い」。
　避難所は、だれがいるかわからないのです。向こ
うの方から間仕切りをめくって入って来て、自分の
ところへ来るかもしれない。それが、心配で嫌だと
言うんです。だから、女性が参画していれば、そん
なことをお互いに誤解なく済んだのです。男性たち
の努力が、報われたはずなのに、このような状況が
起きてしまったのです。
　今のは、避難所の問題です。それから、これは有
名な話ですけど、避難所でご飯を作るときに、
「やっぱりご飯を作るのは女の人だ」、「私たち、
頑張ります」と言って女の人たちはご飯を作る。で
も、それが長く続くと、朝、昼、晩、たくさんのご
飯を作るのは重労働なんです。しかも、晩御飯を４
時ぐらいに食べないと、真っ暗になってしまうので、

朝６時に作って、すぐ昼、次に３時ぐらいに作らな
きゃいけない。１日中、１００人とかのご飯を作っ
て疲れちゃったのです。でも、それは言えない。み
んなで頑張ろうと言っているのに申し訳ない。この
ことを言っていけるパイプがないので、「疲れ
ちゃった」というのが伝えられないんです。それか
らもう一つ、男の人は外でがれきを片付ける。これ
はお金が付いてくるんです。ところが、避難所の女
の人たちの炊事にはお金がつかない。仕事は見つか
らないし、お金を貯められないし、どうしよう、す
ごく不安だと、女の人たちは思っています。夫が働
きに行って、妻がそのお金で生活するのは、いろい
ろ意見はあると思うけれども、男は仕事、女は家庭
でも一応バランスがとれています。だけど、避難所
にいる女性の中には、夫が亡くなった人もいるわけ
でしょう。そういうときに、無償の労働、女の人だ
からと片づけられて、それを断ったら、わがままと
言われてしまうって、すごくしんどいというのはわ
かる気がしませんか？
　女性のリーダー格の人たちが、男性リーダーに対
して、「みんな疲れているので、支援のＮＰＯの人
に何日か分、炊事ボランティアに来るように頼んで
くれませんか？」と言ったそうです。来てくれて凄
く助かった。だから、そういうことを言える人がい
たり、言えるパイプがあったりすればできるんです
よね。
　災害の後は、やっぱりみんな早く回復しなきゃい
けないので、なるべくみんなが元気になりやすいよ
うな仕組みを考えるのがいいわけです。
　しばらくＮＰＯに、炊事ボランティアに来てもら
うなんていうのはすごくいい案だと思います。女性
のリーダーは、必要だったということですね。その
人たちの抱えている問題は、いっぺんに見えるよう
になって、見えれば対策は立てられるんですね。な
ぜできないかと言うと、そのものが見えないからで
す。
　しかも、いろんなリーダーがいますから、男性で
「この避難所は、男も女もみんな一枚岩だ。」と言
うようなことを、おっしゃる方がいたところでは、
間仕切りを内閣府の人が配ってくれたのに、使われ
なかった。私は「なんで？」と聞いたんだけど「男
性のリーダーさんは、選挙なしで『おれがやる』と
言ってリーダーになった人なんですよ。」と、若い
女の子が言うんです。それで、その人が、「みんな
家族だ。家族なんだから、間仕切りなんてうるさい
ことを言うのはやめよう。と言って、あるのに使わ
せてくれなかったから、みんなふとんに入って着替
えていました。」何かわけのわからないことが起き
るんですね。だから、リーダーをどう選ぶかとか、
リーダー教育をどうするかというのは非常に大きな
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問題だと思います。
　それから、別の大きな問題があります。
　そこで起きていた問題は、パートの人から辞めて
もらうと言われたことなんです。パートの人ってな
んでその時に文句を言わないのか。
　これは労働相談に入ってきた話なんですけど、
「労使交渉をしますか？」と聞いたら「いいんです、
聞いてもらってよかったです。震災でどこのお家も
大変だから。」と言って切っちゃう。
　みんなが不安なときに、自分が首を切られたから
といって、交渉をしている暇があると思いますか。
やはり我慢しようと思いますよ。家族は、そこでも
重しになっていたんですね。そういうことへの支援
をどうしたらやれるのか。それもすごく大きなテー
マなんです。
　女の人の仕事がない。震災下では、被災すると当
然会社も潰れてしまいますし、サービス産業なんか
は当然潰れてしまいますから、女性の仕事がないん
です。
　ハローワークに行ったら、女性ができそうな、つ
まり筋肉労働じゃないような仕事は、震災の直後の
２カ月ぐらいでは、ほとんどなかったというのです。
ご両親を震災で失くしてしまった彼女は、その方自
身もがれきの中から救い出され、一命を取り留めた
というような人で、その方が避難所にいましたが、
もう親御さんもいないし、親の家業を手伝っていた
ので、当然家業も潰れてお仕事がないんです。40歳
ぐらいの独身の女性でしたけど、仕事が何もない。
集会をやると、彼女は涙ながらに「心のケア、心の
ケアってそれも大事なのですけど、被災地の女に仕
事をください。」と言うのです。「東京に帰ったら、
『被災地にちゃんと女の人ができる仕事をくださ
い』と言ってくださいね。」と言うんです。私たちは、
厚労省と交渉をして「よろしくお願いしますね。」
と言いました。それで多少、復興事業の中に女性も
できる仕事が入ってきました。そういう目配りとい
うのは、本当に大事、それは政策的なものです。
　こうして仕事がないとどういうことが起こるかと
いうと、これは、震災の年の６月２日の毎日新聞に
出ていたのですが、被災地仙台で仕事が見つからず、
東京の風俗産業に出稼ぎに来て、売春で摘発されて
見つかったという人の小さい記事が出ていました。
もっとも失業率がピークだったころです。これを見
てショックだったのです。つまり、仕事がない、家
が壊れて、貯金を家の修復に使い果たし、お金がな
い。独り身ですよね。たまたま携帯のサイトで、仕
事を探したら、東京で月30万円という仕事があって、
なけなしのお金をはたいて東京まで行ってみたら、
売春だった。でも、もう帰る運賃もないし、しかも
帰っても食べる物もお金もない、仕事もない。東京

に来ちゃったから、我慢をして、と思ったところに
手入れがあったんですね。
　だから、この時期、こういう話があちこちで出回
ります。女の人は、仕事がなくても男がいるから大
丈夫だろうと、今どきでも思っているんです。被災
したら男も仕事はないけど、女もないんですよ。夫
もなくなっているし、どうしようもない状況なんで
す。だけど、日常の延長で、なにか女の人は男がい
れば大丈夫じゃないのかなと、どこかで思っている。
これ、怖いですよね。女性の失業率もはるかに高
かったですから、そういったようなお仕事しかない。
気軽に入れるところって、やっぱり風俗系ですから
ね。そういうことが起きちゃうんですよ。
　当時、北海道のすすきのでは、風俗産業の時給が
値下がりした。なぜかと言うと、多分、東北から若
い女の子の仕事がなくて、大量に来たからではない
かという噂があったようです。だから、目配りは、
男女の目配り、違う体験をすることがあるので、そ
の目配りがいかに大事かということをちょっと頭の
中に入れておいてほしいですね。
　それで、そのようなことがわかってきたのは、女
性支援グループの活動がとても大きかったからです。
「支援に来ました、カウンセリングに来ました。」
と言って、カウンセラーの女性がいろいろ話を聞こ
うとしても、「人のことを笑いに来たのか？」と思
われるのが関の山じゃないですか。そこで、「手芸
をやりませんか？みんな大変でしょうから、手芸道
具を持ってきました。一緒にやって少しリラックス
しませんか。」というようなノウハウができました。
そうやっていると、被災地の方々が、だんだん口数
が増えてきて、いろんなことを打ち明けるように
なってくるんですね。こんなことが困っているんで
すとか、普段言えないようなことをいろいろ言って
きてくれる。それをもとにして、政策的にこれを
やったらいいんじゃないか、ということを東京に持
ち帰って、省庁の人たちに言ったりしたことで、で
きるようになったんですね。それも１つのノウハウ
だったと思います。
　もう一つが、被災地の性暴力。これもちょっと敏
感な問題なので話しにくいところがたくさんありま
すが、「レイプ」とか「ドメスティックバイオレン
ス」というのは、女性が、主に被害に遭いやすい暴
力です。そして、大きなハリケーンや地震のとき、
アメリカでも起きるわけですけど、そういうときに
必ず数が増えているという知見があるんですね。
　秩序が壊れてしまったときに便乗し、性暴力をは
たらく人もいますし、もともとＤＶの性癖がある人
は、そういうときに鬱憤晴らしをするとか、怖いこ
とは結構起きやすい、これは国際的にそういう傾向
があると言われています。今回の震災ではどうで

あったか、考えをお話したいと思います。
　これは警察庁の報告で言えば、むしろ減少してい
る、あまり起きなかったとなっています。１カ月後
の４月15日時点で、警察庁が、内閣府等の要請を受
けて性犯罪がどうなっていたかという結果を発表し
ました。これも、女性たちが入っていって、内閣府
に「こういうことをやってほしい」とお願いする中
に、「性暴力がどうなっているかを確認してくださ
い」と申し入れていました。内閣府も警察庁に
「しっかり見回ってください」とお願いしてくれま
したし、「その結果どうなっていますかということ
も発表してください」と頼んでくれていたのです。
これによりますと、３月11日から４月15日の１カ月
間に、岩手、宮城、福島の３県において強姦及び強
制わいせつの認知件数は、前年同期よりも大幅に減
少しているという結果が出たんです。
　また、被災した避難所に避難している女性を被害
者とした強姦及び強制わいせつの発生は、把握され
ていない。実は、意外と少なかったという結果に
なったんです。ところが、実際、支援の人が、女性
たちに入っていって個別に聞いていくと、すごく増
えたかというとないわけではなかったという結果が
わかってきました。自分が受けたわけじゃないけど、
という打ち明け話もありました。みんなで平間に寝
ていますから、そこに、ある男性が、中高年の女性
を中心にターゲットにしたというケースです。もう
一つは、若い女性の布団に中高年の男性がもぐりこ
んできて、何もしないんだけど一緒に寝ていたんで
すね。彼女は明らかに嫌がっている。でも、みんな
言えない。なぜか、それがさっきの避難所の大変さ
ですよね。つまり、みんな行くところがないから、
そこで変な揉め事を起こしたりしたら、怖い。
　「やめなさいよ。」なんて言えない。どこも行く
ところがないときに、いさかいを起こしたりして、
変な男の人に付け狙われたら、自分も怖いからとい
う気持ちも当然働きます。だから、みんな黙ってい
た。そうこうするうちに、若い女の人はいなくなっ
ちゃったというんですよ。多分、気持ち悪くてそこ
ではいられない。どこへ行ったか分からない。だか
ら、放置をすると安心して避難もできないんです。
今回は、自衛官も警察官も女性の方がけっこういら
して、気を付けてしっかり見守りをしてくれたので、
そういうことも支援として大きかったかもしれない
のです。しかし、ちょっとしたのは、あったんじゃ
ないか。だけど、言えなかったのですよね。そもそ
も日常だって、自分が性暴力に遭いましたなんて、
女の人はなかなか言えないですよね。周りから自分
が変な目で見られるなら、黙っている方がいい、知
られなきゃ黙っている方が、まだましだと思ってし
まう気持ちって、私はわかります。見回りはもちろ

んですが、被害に遭った女の人たちを保護する場所
の確保について、事前に、平時から整えておくとい
うことが大事だと思いました。
　例えば、ＤＶで被害に遭った女の人は、普段は別
居していたんですが、夫が、連れ戻そうと避難所に
捜しに来ちゃったんです。県の人に、「県のシェル
ターを解放してくれ。この人を入れてやってくれ。」
と言ったら、こういう事態になって、災害の真った
だ中で、行政がうまく機能しなくて、手続きができ
ないと言うんです。「手続が出来なくても入れて
やってくれ。」と言ったら、行政は手続きをしない
と、入れられない。しかたなく、支援グループの人
たちが、彼女を違う県のお友達のところを探し、逃
がしました。県には、あんな立派なシェルターが
あって、どうしてこういうときに入れないんだろう。
そういう場合どうすればいいのか、どういう措置を
取っていれば、行政も後で責任を取られなくて済む
し、助かるのか、というようなことを計画の中に入
れておくべきだったのかもしれないと私は、思いま
した。
　防災計画の中にいろんなことを入れ込んでおかな
いといけないんだというのが、今回非常によくわ
かったのです。そういうことがわかるというのは、
やっぱり女性の立場、意見を吸い上げられるような
人たちを、計画づくりの中に入れておかないといけ
ないし、避難所のリーダーとしても据えておくべき
だということが、今回の体験で明らかになりました。
日本社会の災害支援の考え方がちょっと足りないと
いうことが、今回わかってきたのです
　国際的な支援では「インター・エージェンシー・
スタンディング・コッミティ」、ＩＡＳＣと言って
いますけど、その国際ガイドライン等の中で、被災
者の定義をしています。これを見ると被災者は、
「特定の義務者に、権利を主張できる権限保持者で
ある」と言っているのです。つまり、慈善を受ける
対象ではない。「かわいそう」、「何とかしてあげ
なきゃ」というような上から目線で、慈善を施して
もらうようなものではないんです。
　「特定の義務者」というのは、支援をする、支え
る義務がある人たち。県とか自治体とか国とか、そ
ういう特定の義務者、本来なら支える人たち、被災
者を支援する義務がある人たちに、権利を主張でき
る権利保持者なんだという立場で、「支えろ」とい
うふうに考える。「おかわいそうに」ではなくて、
被災者は、今は家を失って、服もなくて、食べる物
もなくて、人間が人間であるための最低限の条件を
きちんと満たせないでいるような状況で、そこで、
自分の権利なんか主張できるわけがない。家を失っ
ていると、避難所から追い出されたら怖いと思うた
めに、いろんな行動ができない、権利が主張できな

い。そういうような状態を、何とか自分たちの声が
出せるように持ち上げてあげること。だから、家や
服の提供が、必要であったり、食べ物、物資が必要
なわけです。「おかわいそうに、おなかを満たせば
いいのね」ではなくて、人間らしい日常生活を早く
取り戻してあげて、避難所であれ、なんであれ、自
分達から声を発することができれば、一番何が必要
か、わかっているのは被災者なんですよ。その被災
者が、何でいつもいつも「すいません」とか、「悪
いですね」とか言って、自分たちのやりたいことを
言えないでいるのか。それは、状況が戻ってないか
らです。普通の服を着、普通の生活を一応避難所で
もできるようにするような物資の支援の仕方があれ
ば、自分たちで「これが欲しい」とか、「これが大
事なんです」、「仕事がほしいです」みたいなこと
が言えるようになっていく状態まで持ち上げてあげ
る、これが本当の支援です。人権を伝える支援、そ
れから自分たちの正当な発言ができるようになると
ころまで持ち上げてあげる支援、これが人道的支援
の考え方だと言われているんです。女性、障害者も
そうなんですけども、普段からいろんな立場の弱い
人たちって、もともとは声を出せない、さらには人
権侵害をされているのも少なくないわけですね。そ
れが被災してしまった。そのときにどうやってその
人たちを持ち上げてあげるかという支援を、いろん
な形でしていかなきゃいけないというのが、この発
想源なんです。それによって、当事者たちが当事者
性を発揮できるということですね。
　今まで女性の話ばかりしてきましたけど、例えば
耳の聞こえない人たちは、災害情報が聞き取れない、
そのために逃げ遅れそうになったとか、そういう人
たちがいるんです。それから、外国籍の方も日本語
がわからない方もたくさん来ていますから、どこに
逃げるかとか、原発がどうとか、全然わからない。
普段からこういった町内会のネットワークから漏れ
がちですから、わからないですね。そうなると逃げ
遅れる。フィリピンの方が「朝起きてみたら回りの
お家に誰もいなかった。」と言いました。結局、取
り残されちゃったんです。
また、男性か女性か性自認が違う「セクシャルマイ
ノリティ」と言われている人たちは、珍しくなく
なってきています。この方たちのためにも、だれで
も入れる多目的なトイレをつくったらどうかという
意見もあります。そういうことをしてあげて被災者
の生きやすさを、支援してしないとうまくいかない
んです。
日常の意思決定で女性がほとんど入っていない。だ
からこそ「女性の」という話になるんです。「何で
女なんだよ」と思う方もたくさんいらっしゃるのは
わかるんですが、普段から、意思決定に参加してな

いんだから、こういう非常時のときにちゃんと意思
が通じるように、その人たちの意見が通るようにし
ないと、見えない物がありすぎて十分な支援ができ
ません。防災会議や防災計画に、女性、障害者、外
国籍等々、高齢者もそうかもしれません。そういう
普段の政治弱者のような方たちをきちんと入れ込ん
で、意見を言ってもらえる計画を作る、これができ
れば、安心したものができるということが、今回、
私が被災後にあちこちを回った結果でありました。
　震災対策への女性の参画というところは、震災の
半年後、ある政党で婦人部が急いで調べてくれまし
た。それで見ると、計画されている避難所の整備運
営に女性の視点、子育てニーズが反映されているか
という問いに対して、市町村と自治体の47.3％が
「いいえ」と答えている。もう半年もたっているん
ですよ。それから、地方防災会議の委員に女性が登
用されていますか、というのも「いいえ」が44.2％。
これは、その結果から女性たちが、これは酷いじゃ
ないかという話になって、あちこちでロビイングと
いいますか、訴えかけをします。それで各県でかな
り女性の防災委員を増やしていくようになり、ちょ
うど民主党政権でしたけれどもその人数をみて、各
団体の長しか防災会議委員になれないという規定を
改正して、ＮＧＯの長とかが入るようになったので、
女性を増やしやすくなったんですね。ＮＰＯやＮＧ
Ｏは女性のトップがいっぱいいますからね。そうい
う人たちが入りやすくなり、増えていきます。
実は、東京都も最近まで防災会議に女性ゼロだった
のが、入りました。もっと声を上げて言わないとい
けないし、そういうものを、男女を問わずサポート
してあげることは、バランスの取れた災害計画に繋
がっていくんだということになります。
国連婦人の地位委員会において、日本の今回の大震
災の経験を受けて日本政府が提案し、満場一致で決
まったのがこの「自然災害とジェンダーの決議」で
す。簡単に言いますと、女や子ども、高齢者、障害
者等々、社会で弱い立場にある人たちに配慮し、な
おかつ、復興のときにもその人たちの意見をちゃん
と反映して参画しながら、みんなが参加できる社会
をつくることが重要ですよと言っています。これが、
今、皆さんが四日市でやろうとしていることです。
　それから、女性や子育て家庭の視点やニーズへの
配慮。子どもがいる人とか、介護の人もそうですね。
そういった目に見えにくいもの、そのようなニーズ
をちゃんと配慮しましょう。そして、ジェンダーと
いう視点（社会的につくられた性別）そういった男
性とか女性とか、役割分業、などに配慮した復興計
画を作っていきましょう。仕事がないことに対して
「女だから仕事がなくても大丈夫だよね」というふ
うに思っていると、復興過程で貧困が生まれてしま
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い。そういうような状態を、何とか自分たちの声が
出せるように持ち上げてあげること。だから、家や
服の提供が、必要であったり、食べ物、物資が必要
なわけです。「おかわいそうに、おなかを満たせば
いいのね」ではなくて、人間らしい日常生活を早く
取り戻してあげて、避難所であれ、なんであれ、自
分達から声を発することができれば、一番何が必要
か、わかっているのは被災者なんですよ。その被災
者が、何でいつもいつも「すいません」とか、「悪
いですね」とか言って、自分たちのやりたいことを
言えないでいるのか。それは、状況が戻ってないか
らです。普通の服を着、普通の生活を一応避難所で
もできるようにするような物資の支援の仕方があれ
ば、自分たちで「これが欲しい」とか、「これが大
事なんです」、「仕事がほしいです」みたいなこと
が言えるようになっていく状態まで持ち上げてあげ
る、これが本当の支援です。人権を伝える支援、そ
れから自分たちの正当な発言ができるようになると
ころまで持ち上げてあげる支援、これが人道的支援
の考え方だと言われているんです。女性、障害者も
そうなんですけども、普段からいろんな立場の弱い
人たちって、もともとは声を出せない、さらには人
権侵害をされているのも少なくないわけですね。そ
れが被災してしまった。そのときにどうやってその
人たちを持ち上げてあげるかという支援を、いろん
な形でしていかなきゃいけないというのが、この発
想源なんです。それによって、当事者たちが当事者
性を発揮できるということですね。
　今まで女性の話ばかりしてきましたけど、例えば
耳の聞こえない人たちは、災害情報が聞き取れない、
そのために逃げ遅れそうになったとか、そういう人
たちがいるんです。それから、外国籍の方も日本語
がわからない方もたくさん来ていますから、どこに
逃げるかとか、原発がどうとか、全然わからない。
普段からこういった町内会のネットワークから漏れ
がちですから、わからないですね。そうなると逃げ
遅れる。フィリピンの方が「朝起きてみたら回りの
お家に誰もいなかった。」と言いました。結局、取
り残されちゃったんです。
　また、男性か女性か性自認が違う「セクシャルマ
イノリティ」と言われている人たちは、珍しくなく
なってきています。この方たちのためにも、だれで
も入れる多目的なトイレをつくったらどうかという
意見もあります。そういうことをしてあげて被災者
の生きやすさを、支援してしないとうまくいかない
んです。
　日常の意思決定で女性がほとんど入っていない。
だからこそ「女性の」という話になるんです。「何
で女なんだよ」と思う方もたくさんいらっしゃるの
はわかるんですが、普段から、意思決定に参加して

ないんだから、こういう非常時のときにちゃんと意
思が通じるように、その人たちの意見が通るように
しないと、見えない物がありすぎて十分な支援がで
きません。防災会議や防災計画に、女性、障害者、
外国籍等々、高齢者もそうかもしれません。そうい
う普段の政治弱者のような方たちをきちんと入れ込
んで、意見を言ってもらえる計画を作る、これがで
きれば、安心したものができるということが、今回、
私が被災後にあちこちを回った結果でありました。
　震災対策への女性の参画というところは、震災の
半年後、ある政党で婦人部が急いで調べてくれまし
た。それで見ると、計画されている避難所の整備運
営に女性の視点、子育てニーズが反映されているか
という問いに対して、市町村と自治体の47.3％が
「いいえ」と答えている。もう半年もたっているん
ですよ。それから、地方防災会議の委員に女性が登
用されていますか、というのも「いいえ」が44.2％。
これは、その結果から女性たちが、これは酷いじゃ
ないかという話になって、あちこちでロビイングと
いいますか、訴えかけをします。それで各県でかな
り女性の防災委員を増やしていくようになり、ちょ
うど民主党政権でしたけれどもその人数をみて、各
団体の長しか防災会議委員になれないという規定を
改正して、ＮＧＯの長とかが入るようになったので、
女性を増やしやすくなったんですね。ＮＰＯやＮＧ
Ｏは女性のトップがいっぱいいますからね。そうい
う人たちが入りやすくなり、増えていきます。
　実は、東京都も最近まで防災会議に女性ゼロだっ
たのが、入りました。もっと声を上げて言わないと
いけないし、そういうものを、男女を問わずサポー
トしてあげることは、バランスの取れた災害計画に
繋がっていくんだということになります。
　国連婦人の地位委員会において、日本の今回の大
震災の経験を受けて日本政府が提案し、満場一致で
決まったのがこの「自然災害とジェンダーの決議」
です。簡単に言いますと、女や子ども、高齢者、障
害者等々、社会で弱い立場にある人たちに配慮し、
なおかつ、復興のときにもその人たちの意見をちゃ
んと反映して参画しながら、みんなが参加できる社
会をつくることが重要ですよと言っています。これ
が、今、皆さんが四日市でやろうとしていることです。
　それから、女性や子育て家庭の視点やニーズへの
配慮。子どもがいる人とか、介護の人もそうですね。
そういった目に見えにくいもの、そのようなニーズ
をちゃんと配慮しましょう。そして、ジェンダーと
いう視点（社会的につくられた性別）そういった男
性とか女性とか、役割分業、などに配慮した復興計
画を作っていきましょう。仕事がないことに対して
「女だから仕事がなくても大丈夫だよね」というふ
うに思っていると、復興過程で貧困が生まれてしま

う、ということなんです。
　それから、女性に対する暴力に特別な配慮が必要。
人身取引を含む搾取の予防。ＤＶ、レイプというも
のに、気を付けましょう。人身取引というのは、日
本にはないと思っているかもしれませんけど、さっ
きのようにお仕事がないので、売買春のところまで
行ってしまうことが起こりうるんですね。これは、
搾取ですよね。そういったものを予防しましょう。
　それから、暴力被害者の保護。法的なサービスの
提供。性別やゼネレーション調査を行い、データを
整理する。例えば、失業率さえもそれまで被災三県
では男女別というのは出ておりませんでした。成年
失業率は、何％ですかと聞いても出てこなかった。
もともと出してなかったそうです。私たちは、厚労
省に行って、何とかならないかねと言ったら、年末
までには出しますと言ってくれて2011年の12月出て
きました。そこで、６月がすごいピークだったとい
うのがわかったんです。それで、売買春に行っ
ちゃったんだと。ああそうかということが、非常に
よくわかったんです。だから、男女別っていうのは、
どこに問題が起きているかがわかる。男性の失業件
数が多いケースもあるかもしれません。そのときに
は男性向きの仕事を手当てしなきゃいけない。男女
の差によってあらわれ方は確かに違うんです。それ
を把握して、それに見合ったサービスをするために
最低限、それが必要です。
　それから、女性のボランティアの重要性を認識し
ましょう。さっき言ったように、女性グループが
入っていったからこそ女性のニーズが見えてきたわ
けですから、地域の女性団体の機能がいかに大事か。
皆さんが、もし四日市で被災した場合に、四日市の
女性たち固有のニーズがあったとします。そのとき
に、東京で私たちが皆さんにアクセスすれば、今、
四日市の女の人はそれを欲しがっていますよ、これ
を持って来てくださいねと言ってくれたら、「ああ、
わかった。それを持っていくわ」と言えるでしょう。
でも、その拠点とか司令塔がいなければ、どこに聞
いていいかわからない。男性のリーダーに聞いても
おそらくなかなかわからない。これはその人のせい
じゃなくて、体験がないからしようがないんですね。
そういう別途ニーズをまとめる女性の司令塔である
女性グループが必要になってくると思います。
　というようなことで、ざっとお話をしました。最
後に、それをどのように生かしていったらいいかと
いうことを簡単に申し上げます。私どもの「東日本
大震災女性支援ネットワーク」で、被災したら何が
いる、何に気を付ければいいのかということで、
「災害支援事例集」を作りました。これは、私ども
のホームページで紹介しています。
　まず初めに、女性のニーズを聞く。多様なニーズ

に合わせた物資の配布。など、その他にも、災害で
出動しなければならない人、つまり家庭を抱えてい
る人で、災害のときには出ていかなきゃならない任
務を背負っている女性、シングルファーザー、そう
いう人たちをどうやって支援して、そこの被災者の
ところに行かせることができるか、そういう手だて
を事前に考えておくこと。
　例えば、今回は女性の自衛官がたくさん出動をし
ました。女性の暴力の問題もありましたから、その
ために、ママさん自衛官のための託児所を、避難所
に作ったという事例も紹介されています。そういう
ことも前もって考えていなければいけない。
　それから、お母さんの手をあけるために支援する。
託老・託児支援。それから、多様なニーズをいかに
把握するかというのは、男性リーダーにニーズ把握
を任せないで、いろんな人が集まってきた委員会を
事前にそれぞれの避難所でつくる、というマニュア
ルをつくる。そこで全体が、この避難所では何が必
要かをまとめて発信できるようにしておけば、そう
いった心配は、比較的少なくなるのではないか、と
いうことを提案しています。また、男女ということ
で言うと、男性にも目を配らなければいけない問題
があります。男性が交流できる場所を避難所の中で
つくってあげること。一般的に言うと、男性は、女
性に比べて知らない人と交流するのが苦手だと言わ
れています。避難所で孤立してしまって、自殺も起
きたりますよね。だから、避難所とか仮設住宅に、
男性も友達とか人間関係を作れる場を設置すること
が必要だ、ということも言っています。
　それから、支援する人が、セクシャルハラスメン
トをしてしまうことがないように「支援者たちにセ
クハラ研修をきっちりしておきましょう」というよ
うなことも、盛り込まれています。
　一言で言うと、日常生活で今起きていること、そ
れは必ず被災していても起きます。そして、大きな
災害であればあるほどその期間が延びますから、日
常生活に近づいていくわけです。それをどうやって
物資が足りなくて、家もなくて大変な中でちゃんと
手当をして、人間が人間として暮らせるように盛り
返していけるのか。声の小さい人、弱い立場の人た
ちの代表をその計画の中に入れられるようにしてお
きましましょうよ、という普通の話です。でも、そ
の普通の話が、日常的に議会等々で女性の参加がと
ても少ないために、女がいなくて当たり前みたいな
気分になっている社会が、今の日本なんです。そこ
のところから事前に直していくと、後がとても楽に
つながってくいと思います。どうもありがとうござ
いました。　　
　　　　　　　　　　　　　　（文責・鈴山雅子）
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　この事業の結びを、また新たな出発ととら
えながらも、思いがけない成果がじわじわと
私たち主催した者の心を満たしている。

　催しを重ね多勢の人たちと出会った。出
会った人の数だけ《内閣府の男女共同参画の
視点からの防災、復興の取組指針》を綴った
パンフレットを確かに届けることが出来た。
そしてそのうちの多くの男性たちの口から出
た「防災計画づくりに女性の参画が必要だと
分かった」という言葉がうれしかった。
　事業の成功を実感したのは、一連の催しの
重点に置いた〈防災のまちづくりに向けた地
域講演会・懇談会〉が三地区で実現し、グ
ループに分かれ、にぎやかに懇談する住民た
ちの生気を目の辺りにした時だ。これは市自
治会連合会や地区自主防災組織の積極的なご
協力のお蔭なのだが、背景に潜む、四十年来
脈々と生き続けてきた“地区市民センターを
拠点とした四日市市の地域社会づくり構想”

の存在にも気づかされた。
　今回の事業は、昨年の夏から市民（NPO
法人四日市男女共同参画研究所と男女共同参
画みえネット）そして行政（市男女共同参画
課と市危機管理室）の四つの組織が手をつな
ぎ企画し運営をしてきたが、反省会の席上で
スタッフの一人が「誰が行政か市民か区別が
つかなかった」と言ったようにそれはそれは
フラットな関係で、それぞれがやりがいを感
じながら進めることが出来たと振り返る。市
民と行政が信頼し合って実践するこの“新し
い公共”事業の展開は計り知れない効果を呼
ぶことを知った。
　来年度「うちの地区でも講演と懇談会を開
きたい。NPOさん手伝って」と、すでに三
件のオファーを受けて喜び、また住民という
マグマに驚いている。
　この事業に協力してくださったすべての
人々、そして『応援団員』のみなさんに、心
の底から「ありがとうございました」。
 

おわりに―
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平成25年度地域における男女共
同参画連携支援事業

・・・・・指針を読んで“防災とまちづくり、そ
して男女共同参画”を考えよう男女共同参画の視点からの

（概　要）

平成25年5月

内閣府 男女共同参画局

防災・復興の取組指針

発行・ＮＰＯ法人四日市男女共同参
画研究所・男女共同参画みえネット

　　  四日市市男女共同参画課・四
日市市危機管理室

・啓発パンフレット


